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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が接続可能な複数の基地局と、前記複数の基地局を収容するコア網との間に配置
され、前記移動局のマルチキャスト通信パケットを移動元から移動先のオフロード装置へ
オフロードするオフロード装置であって、
　前記移動局が自装置を介してオフロード対象のマルチキャスト通信時に、前記移動局の
回線情報とマルチキャスト視聴情報を記憶する記憶部と、
　前記マルチキャスト通信時に前記移動局が移動したとき、ハンドオーバ先の他のオフロ
ード装置に前記移動局の回線情報と、前記マルチキャスト視聴情報とを転送する転送部と
、
　自装置がハンドオーバ先の装置として機能する場合に、ハンドオーバ元のオフロード装
置から転送された前記マルチキャスト視聴情報に基づき、前記移動局に代わってマルチキ
ャスト配信元に対してマルチキャスト視聴参加の処理を行い、オフロード対象のベアラを
合流させる制御部と、
　を有することを特徴とするオフロード装置。
【請求項２】
　自装置がハンドオーバ先の装置として機能し、既に他の移動局によるオフロード対象の
マルチキャスト通信を行っている場合、
　前記制御部は、ハンドオーバ元のオフロード装置から転送された前記マルチキャスト視
聴情報に基づき、前記マルチキャスト配信元に対してマルチキャスト視聴参加を追加要求
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することを特徴とする請求項１に記載のオフロード装置。
【請求項３】
　自装置がハンドオーバ元の装置として機能する場合、
　前記制御部は、前記マルチキャスト配信元に対してマルチキャスト視聴離脱の処理を行
い、オフロード対象のベアラの合流を解除することを特徴とする請求項１または２に記載
のオフロード装置。
【請求項４】
　移動局が接続可能な複数の基地局と、
　前記複数の基地局を収容するコア網と、
　前記複数の基地局を収容するコア網との間に配置され、前記移動局のマルチキャスト通
信パケットを移動元から移動先のオフロード装置へオフロードするオフロード装置とを含
み、
　前記オフロード装置は、
　前記移動局が自装置を介してオフロード対象のマルチキャスト通信時に、前記移動局の
回線情報とマルチキャスト視聴情報を記憶する記憶部と、
　前記マルチキャスト通信時に前記移動局が移動したとき、ハンドオーバ先の他のオフロ
ード装置に前記移動局の回線情報と、前記マルチキャスト視聴情報とを転送する転送部と
、
　自装置がハンドオーバ先の装置として機能する場合に、ハンドオーバ元のオフロード装
置から転送された前記マルチキャスト視聴情報に基づき、前記移動局に代わってマルチキ
ャスト配信元に対してマルチキャスト視聴参加の処理を行い、オフロード対象のベアラを
合流させる制御部と、
　を有することを特徴とするネットワークシステム。
【請求項５】
　移動局が接続可能な複数の基地局と、前記複数の基地局を収容するコア網と、前記複数
の基地局を収容するコア網との間に配置され、前記移動局のマルチキャスト通信パケット
を移動元から移動先のオフロード装置へオフロードするオフロード装置とを含むネットワ
ークシステムにおけるマルチキャストトラヒックのハンドオーバ方法において、
　前記移動局が自装置を介してオフロード対象のマルチキャスト通信時の前記移動局の回
線情報とマルチキャスト視聴情報に基づいて、前記移動局が移動したとき、ハンドオーバ
先の他のオフロード装置に前記移動局の回線情報と、前記マルチキャスト視聴情報とを転
送する工程と、
　自装置がハンドオーバ先の装置として機能する場合に、ハンドオーバ元のオフロード装
置から転送された前記マルチキャスト視聴情報に基づき、前記移動局に代わってマルチキ
ャスト配信元に対してマルチキャスト視聴参加の処理を行い、オフロード対象のベアラを
合流させる工程と、
　を含むことを特徴とするマルチキャストトラヒックのハンドオーバ方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局が移動自在にマルチキャスト配信を視聴するためのオフロード装置、
ネットワークシステムおよびマルチキャストトラヒックのハンドオーバ方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ／ＥＰＣ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ／Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃ
ｋｅｔ　Ｃｏｒｅ）は、第３世代携帯電話網（３Ｇ　ｍｏｂｉｌｅ　ｓｙｓｔｅｍ）の次
世代における移動通信システムとして、３ＧＰＰにて標準化されている。ＬＴＥ／ＥＰＣ
は、ＬＴＥ網（ＬＴＥに準拠した無線アクセス網：ｅＵＴＲＡＮと呼ばれる）と、コア網
としてのＥＰＣ網（ＳＡＥ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）とも呼ばれる）とを含む。ＥＰＣ網は、ＩＭＳ（ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｓ
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ｕｂｓｙｓｔｅｍ）網を介してＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）網（パケッ
ト網）に接続される。ＩＰ網は、例えば、ＩＳＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　
Ｐｒｏｖｉｄｅｒ）網（インターネット）やイントラネットである。
【０００３】
　移動局（移動端末：ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）と呼ばれる）は、モバイル
網として例えば、ＬＴＥ網を介してＥＰＣ網に接続することができ、ＥＰＣ網およびＩＭ
Ｓ網を介してＩＰ網に接続される。そして、移動端末は、ＩＰ網に接続された様々なサー
バや端末装置にアクセスすることによって、様々なパケット通信サービス（例えば、Ｗｅ
ｂサービス、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）、ＩＰＴＶ放送）を享受すること
ができる。
【０００４】
　ＥＰＣ網は、ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ），Ｓ
－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｇａｔｅｗａｙ），Ｐ－ＧＷ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ　Ｇａｔｅｗａｙ），ＰＣＲＦ（Ｐｏｌｉｃｙ　ａｎｄ　Ｃｈａｒｇｉｎｇ　
Ｒｕｌｅ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）のような複数のノードを有している。移動端末は、Ｓ－Ｇ
ＷおよびＰ－ＧＷを介してＩＭＳ網に接続され、ＩＰ網にアクセス可能となる。
【０００５】
　移動端末は、モバイル網においてベアラ（Ｂｅａｒｅｒ）単位に設定された通信回線を
用いた通信を行う。そして、移動端末の移動時には、モバイル網内の伝達装置（Ｓ－ＧＷ
，Ｐ－ＧＷ）間のハンドオーバ機能により、通信が途絶えることなく所定の通信サービス
を継続できる。
【０００６】
　通信サービスのうち、ＩＰＴＶ放送や、ＩＰラジオ放送は、視聴参加している複数の移
動端末に対してマルチキャストパケットを送信する。このようなＩＰＴＶ放送などのマル
チキャストサービスにおいて、移動端末の移動時に通信を継続する技術が開示されている
。例えば、ＩＰ網内に中継装置を設けて論理的なトンネルにより接続させ、ユニキャスト
のデータはトンネルを経由させ、マルチキャストのデータはトンネルを介さずにマルチキ
ャスト配信網を中継してユーザに配信する。また、公衆網内にマルチキャスト配信代行装
置が宛先アドレスをマルチキャストアドレスに変換し、ユーザまでの同報配信を行い、中
継装置を用いないこととする技術がある。また、移動端末からの「位置情報登録」を契機
に、ハンドオーバ元装置とハンドオーバ先装置での移動端末に対する視聴状態を変更する
技術がある。また、移動端末によるハンドオーバ条件の検知を契機に、移動端末がハンド
オーバ先の基地局（ｅＮＢ）近傍のオフロード装置宛てにマルチキャスト受信用の回線を
設定し、この回線を経由して移動端末がマルチキャスト視聴参加を行う技術がある（例え
ば、下記特許文献１～３参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－３７４２７６号公報
【特許文献２】特開２００１－１７７５６４号公報
【特許文献３】特開２００７－２２８４５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　伝送装置（Ｐ－ＧＷ）により、各移動端末に対して、その視聴参加した通信回線による
ＩＰＴＶ放送を配信する構成では、移動端末の移動時にＩＰＴＶ放送の視聴が途絶せずに
継続できる。しかしながら、この技術では、伝送装置（Ｐ－ＧＷ）から基地局（ｅＮＢ）
の間に、移動端末毎に個別の通信回線を設定し、個々の通信回線にマルチキャストパケッ
トを送信することになる。これは、複数の移動端末が同一のＩＰＴＶ放送を視聴している
状態であっても同様であり、ＥＰＣ網のトラヒックを増大させる。特に、移動端末数が増
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えるほど、トラヒック増大が顕著となる。例えば、１０台の移動端末があれば、同一内容
のマルチキャストパケットであっても、Ｐ－ＧＷから移動端末までの間に１０本の通信回
線が必要であり、同じ内容のトラヒックが、１０本の通信回線個々に同時に通過する必要
があった。（たとえば特許文献１を参照。）
【０００９】
　また、ハンドオーバ元装置とハンドオーバ先装置での移動端末に対する視聴状態を変更
する構成では、移動端末の位置登録は、移動端末がハンドオーバ処理を完了した後に行わ
れるため、ハンドオーバ時にマルチキャストパケットの通信が途絶してＩＰＴＶ放送の配
信が中断する問題を生じる。（たとえば特許文献２を参照。）
【００１０】
　一方、移動端末によるハンドオーバ条件の検知を契機に、移動端末がハンドオーバ先の
基地局（ｅＮＢ）近傍のオフロード装置宛てにマルチキャスト受信用の回線を設定する技
術では、移動端末の移動時にＩＰＴＶ放送の視聴が途絶せずに継続できる。しかしながら
、この技術では、移動先近傍の伝送装置（Ｐ－ＧＷ）から基地局（ｅＮＢ）の間に、移動
端末毎に個別の新たな通信回線を設定し、個々の新たな通信回線でのマルチキャスト視聴
参加を送信することになる。これは、複数の移動端末が同一のＩＰＴＶ放送を視聴してい
る状態であっても同様であり、無線区間網のトラヒックを増大させる。特に、移動する移
動端末数が増えるほど、無線区間網のトラヒック増大が顕著となる。例えば、１０台の移
動端末があれば、同一内容のマルチキャストパケットであっても、移動先近傍のＰ－ＧＷ
から移動端末までの間に１０本の新たな通信回線の張り直しと視聴参加が必要であった。
また、移動元近傍の伝送装置（Ｐ－ＧＷ）との通信回線を切断する必要もある。（たとえ
ば特許文献３を参照。）
【００１１】
　このように、従来の技術では、移動端末に対するマルチキャストサービス実施時に、移
動端末の移動時における視聴継続と、ＥＰＣ網のトラヒック増大の抑制とをいずれも両立
させることができなかった。
【００１２】
　一つの側面では、本発明は、マルチキャスト配信視聴中の移動端末の移動時におけるネ
ットワーク網のトラヒック増大を抑制でき、かつマルチキャスト配信を視聴継続できるこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　一つの案では、移動局が接続可能な複数の基地局と、前記複数の基地局を収容するコア
網との間に配置されるオフロード装置であって、前記移動局が自装置を介してオフロード
対象のマルチキャスト通信時に、前記移動局の回線情報とマルチキャスト視聴情報を記憶
する記憶部と、前記マルチキャスト通信時に前記移動局が移動したとき、ハンドオーバ先
の他のオフロード装置に前記移動局の回線情報と、前記マルチキャスト視聴情報とを転送
する転送部と、自装置がハンドオーバ先の装置として機能する場合に、ハンドオーバ元の
オフロード装置から転送された前記マルチキャスト視聴情報に基づき、前記移動局に代わ
ってマルチキャスト配信元に対してマルチキャスト視聴参加の処理を行い、オフロード対
象のベアラを合流させる制御部と、を含むオフロード装置を用いる。
                                                                                
【発明の効果】
【００１４】
　一つの実施形態によれば、マルチキャスト配信視聴中の移動端末の移動時におけるネッ
トワーク網のトラヒック増大を抑制でき、かつマルチキャスト配信を視聴継続できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、実施の形態にかかるネットワークの構成例を示す図である。
【図２】図２は、オフロードＧＷのハードウェア構成例を示す図である。
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【図３】図３は、オフロードＧＷの機能ブロック図である。
【図４】図４は、オフロードＧＷによるオフロードトラヒックのＸ２ベースハンドオーバ
動作を説明する図である。
【図５】図５は、オフロードＧＷによるオフロードトラヒックのＳ１ベースハンドオーバ
動作を説明する図である。
【図６】図６は、移動端末の起動及びオフロード処理の例を示すシーケンス図である。
【図７Ａ】図７Ａは、Ｓ１ベースのハンドオーバの処理例を示すシーケンス図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、Ｘ２ベースのハンドオーバの処理例を示すシーケンス図である。
【図８】図８は、オフロード条件適用状態データのデータ構造例を示す図表である。
【図９】図９は、基地局からＳ－ＧＷへのアップリンクのＧＴＰ－ｕパケットのデータ構
造例を示す図表である。
【図１０】図１０は、Ｓ－ＧＷから基地局へのダウンリンクのＧＴＰ－ｕパケットのデー
タ構造例を示す図表である。
【図１１】図１１は、オフロード対象のアップリンクパケットをＩＰＴＶ放送視聴参加ポ
イントのオフロードＧＷからマルチキャストネットワークへ送信するときに利用されるパ
ケットの構成例を示す図表である。
【図１２】図１２は、ＩＰＴＶ放送局からマルチキャストネットワークを経由してＩＰＴ
Ｖ放送視聴参加ポイントのオフロードＧＷへ到達するパケットの構成例を示す図表である
。
【図１３】図１３は、ベアラ状態管理テーブルを示す図表である。
【図１４】図１４は、移動端末の起動時にＭＭＥから基地局へ送信されるＩｎｉｔｉａｌ
　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの構成例を示す図表である。
【図１５】図１５は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメ
ッセージの応答メッセージである、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅ
ｓｐｏｎｓｅメッセージの構成例を示す図表である。
【図１６】図１６は、移動端末のＳ１ベースのハンドオーバ時に、移動端末からソースＭ
ＭＥへ送信されるＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージの構成例を示す図表で
ある。
【図１７】図１７は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時に、ターゲットＭＭＥからターゲット
基地局へ送信されるＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの構成例を示す図表で
ある。
【図１８】図１８は、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージに応じてターゲット
基地局からターゲットＭＭＥへ返信されるＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．
メッセージの構成例を示す図表である。
【図１９】図１９は、ソースＭＭＥからソース基地局へ送信されるＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｃ
ｏｍｍａｎｄメッセージの構成例を示す図表である。
【図２０】図２０は、ソースＭＭＥ１２１からソース基地局１１１へ送信されるＵＥ　Ｃ
ｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージの構成例を示す図表である。
【図２１】図２１は、Ｘ２ベースのハンドオーバにおいて、ソース基地局からターゲット
オフロードＧＷ経由でターゲット基地局へ転送される、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔメッセージの構成例を示す図表である。
【図２２】図２２は、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの応答メ
ッセージである、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージの
構成例を示す図表である。
【図２３】図２３は、Ｘ２ＡＰ：ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅメッセージの構
成例を示す図表である。
【図２４】図２４は、Ｘ２ベースのハンドオーバにおいてターゲット基地局からＭＭＥへ
送信されるＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの構成例を示す図表であ
る。
【図２５】図２５は、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの応答として
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、ＭＭＥからターゲット基地局へ送信されるＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　
Ａｃｋ．メッセージを示す図表である。
【図２６】図２６は、基地局からＳ－ＧＷへ向かうｕｐｌｉｎｋ　ＧＴＰ－ｕパケットを
振分ポイントのオフロードＧＷが受信した場合の処理内容を示すフローチャートである。
【図２７】図２７は、マルチキャストネットワークからＩＰＴＶ放送視聴参加ポイントの
オフロードＧＷがＩＰＴＶ放送のマルチキャストパケットを受信した場合の処理内容を示
すフローチャートである。
【図２８】図２８は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメ
ッセージ（ＭＭＥ→ｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートである。
【図２９】図２９は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ
メッセージ（ｅＮＢ→ＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートである。
【図３０】図３０は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅ
ｄメッセージ（ソースｅＮＢ→ソースＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示すフローチャート
である。
【図３１】図３１は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
メッセージ（ターゲットＭＭＥ→ターゲットｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチ
ャートである。
【図３２】図３２は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
　Ａｃｋ．メッセージ（ターゲットｅＮＢ→ターゲットＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示
すフローチャートである。
【図３３】図３３は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ
メッセージ（ｓｏｕｒｃｅ　ＭＭＥ→ソースｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチ
ャートである。
【図３４】図３４は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａ
ｓｅ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージ（ｓｏｕｒｃｅ　ＭＭＥ→ソースｅＮＢ）の傍受時の処
理内容を示すフローチャートである。
【図３５】図３５は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＸ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅ
ｑｕｅｓｔメッセージ（ソースｅＮＢ→ターゲットｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフ
ローチャートである。
【図３６】図３６は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＸ２ＡＰ：ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　
Ｒｅｌｅａｓｅメッセージ（ターゲットｅＮＢ→ソースｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示
すフローチャートである。
【図３７】図３７は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔメッセージ（ターゲットｅＮＢ→ＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示すフローチャー
トである。
【図３８】図３８は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ（ＭＭＥ→ターゲットｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフ
ローチャートである。
【図３９】図３９は、オフロードＧＷにおける基地局を収容するｏＧＷ収容表を示す図表
である。
【図４０】図４０は、ベアラ状態管理テーブルに対する情報登録状態を示す図表である。
【図４１】図４１は、オフロード条件適用状態管理テーブルにマルチキャスト視聴情報を
登録した状態を示す図表である。
【図４２】図４２は、ＩＰＴＶ視聴開始後のオフロード条件適用によるトラヒックの流れ
を示す図である。
【図４３】図４３は、オフロードＧＷ間においてＳ１ベースハンドオーバでのオフロード
条件適用状態の引き継ぎの例を示す図表である。
【図４４】図４４は、オフロードＧＷ間においてＳ１ベースハンドオーバでのオフロード
条件適用状態の引き継ぎの例を示す図表である。
【図４５】図４５は、オフロードＧＷ装置間においてＳ１ベースハンドオーバでのオフロ
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ード条件適用状態の引き継ぎ時のトラヒックの流れを示す図である。
【図４６】図４６は、Ｓ１ベースハンドオーバ完了後ＩＰＴＶ放送視聴維持状態における
オフロード条件適用状態のベアラ状態管理テーブルを示す図表である。
【図４７】図４７は、Ｓ１ベースハンドオーバ完了後ＩＰＴＶ放送視聴維持状態における
オフロード条件適用状態のオフロード条件適用状態管理テーブルを示す図表である。
【図４８】図４８は、Ｓ１ベースハンドオーバ完了後のＩＰＴＶ放送視聴時にオフロード
条件適用状態におけるトラヒックの流れを示す図である。
【図４９】図４９は、オフロードＧＷ間においてＸ２ベースハンドオーバでのオフロード
条件適用状態の引き継ぎの例を示す図表である。
【図５０】図５０は、オフロードＧＷ間においてＸ２ベースハンドオーバでのオフロード
条件適用状態の引き継ぎの例を示す図表である。
【図５１】図５１は、オフロードＧＷ装置間においてＸ２ベースハンドオーバでのオフロ
ード条件適用状態の引き継ぎ時のトラヒックの流れを示す図である。
【図５２】図５２は、Ｘ２ベースハンドオーバ完了後のＩＰＴＶ放送視聴時にオフロード
条件適用状態におけるトラヒックの流れを示す図である。
【図５３】図５３は、ハンドオーバ後に新ＩＰＴＶ放送視聴開始したときのオフロード条
件適用状態の変化を示す図表である。
【図５４】図５４は、ハンドオーバ後に新ＩＰＴＶ放送視聴開始したときのオフロード条
件適用状態におけるトラヒックの流れを示す図である。
【図５５】図５５は、ハンドオーバ後にＩＰＴＶ放送視聴離脱したときのオフロード条件
適用状態の変化を示す図表である。
【図５６】図５６は、ハンドオーバ後にＩＰＴＶ放送視聴離脱したときのオフロード条件
適用状態におけるトラヒックの流れを示す図である。
【図５７】図５７は、ハンドオーバ後にＩＰＴＶ放送視聴離脱したときのオフロード条件
適用状態の変化を示す図表である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
（実施の形態）
　以下に添付図面を参照して、開示技術の好適な実施の形態を詳細に説明する。以下の説
明では、マルチキャストトラヒックがＩＰＴＶ放送であり、ＩＰＴＶ放送局が複数の移動
端末に対してＩＰＴＶ放送番組をマルチキャスト配信する例を説明する。そして、移動端
末の移動時には、該当するオフロードゲートウェイ同士がハンドオーバ時の処理の一部（
マルチキャスト視聴参加等）を移動端末に代わって実行する。
【００１７】
（全体構成）
　図１は、実施の形態にかかるネットワークの構成例を示す図である。図１において、ネ
ットワークシステム１００は、大略して、ＬＴＥ網（ｅＵＴＲＡＮ）１０１と、ＥＰＣ網
１０２と、ＩＭＳ網１０３と、ＩＳＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉ
ｄｅｒ）網(インターネット)１０４と、不図示のマルチキャストネットワークとを備えて
いる。
【００１８】
　ＬＴＥ網１０１は、無線アクセス網の一例であり、ＥＰＣ網１０２はコア網の一例であ
る。ＩＳＰ網１０４は、パケット網の一例である。図１において、ＩＳＰ網１０４には、
ＩＰＴＶ放送を提供するＩＰＴＶ放送局のサーバ１４１が接続されている。
【００１９】
　ＬＴＥ網１０１は、“ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）”と呼ばれるＬＴＥ準拠の基地局１１１
を含む。ＥＰＣ網１０２は、コア網の例示である。ＥＰＣ網１０２は、ｅＮＢの他に、第
２世代（２Ｇ：例えばＧＳＭ（登録商標）），第３世代（３Ｇ：例えばＷ－ＣＤＭＡ），
第３．５世代（ＨＳＰＡ）の３ＧＰＰの無線アクセス網を収容することができる。さらに
、ＥＰＣ網１０２は、ＣＤＭＡ２０００，ＷｉＦｉのようなｎｏｎ－３ＧＰＰの無線アク
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セス網を収容することもできる。
【００２０】
　移動端末（ＵＥ）１０５は、基地局１１１と無線接続することで、ＥＰＣ網１０２およ
びＩＳＰ網１０４を経て、ＩＰＴＶ放送局のサーバ１４１にアクセスすることができる。
移動端末１０５は、移動端末１０５の移動に応じて、接続先の基地局１１１を変更し（ハ
ンドオーバ）、通信相手との通信を継続することができる。図１には、Ａさんが所有する
１台の移動端末１０５の移動状態を示している。
【００２１】
　ＥＰＣ網１０２は、制御用交換局（ＭＭＥ）１２１、Ｓ－ＧＷ１２２，Ｐ－ＧＷ１２３
、ＰＣＲＦ（図示せず）のような様々なノードを含んでいる。ＭＭＥ１２１は、ネットワ
ーク制御のＣプレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ）を扱う。ＭＭＥ１２１は、ベアラ
（Ｂｅａｒｅｒ：ユーザとパケット網との間のコネクション）の確立・解放や、移動端末
１０５の位置登録やハンドオーバのような移動制御を行う。また、ＭＭＥ１２１は、加入
者情報が登録されたＨＳＳ（Ｈｏｍｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ：図示せず
）と連携した移動端末の認証を行う。
【００２２】
　Ｓ－ＧＷ１２２は、ユーザデータのパケットデータであるＵプレーン（Ｕｓｅｒ　Ｐｌ
ａｎｅ）を扱う。Ｓ－ＧＷ１２２は、３ＧＰＰ（ｅＮＢ，２Ｇ／３Ｇ）の無線アクセス網
のアンカポイントとして機能し、Ｐ－ＧＷ１２３との間でユーザパケットデータの中継処
理を行う。Ｐ－ＧＷ１２３は、ＩＳＰ網１０４のようなパケット網に対する接続ポイント
となる。Ｐ－ＧＷ１２３は、移動端末１０５へのＩＰアドレスの払い出し、ベアラ確立時
におけるパケット網への接続に関したユーザ認証を行う。さらに、Ｐ－ＧＷ１２３は、Ｐ
ＣＲＦの指示に従うＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）制御、課金データ
生成、およびＤＨＣＰサーバのような機能を有する。ＭＭＥ１２１，Ｓ－ＧＷ１２２，Ｐ
－ＧＷ１２３のような各ノードは、ＥＰＣ網１０２に１以上配置される。
【００２３】
　基地局（例えば、ｅＮｏｄｅＢ）１１１は、“Ｓ１－ＭＭＥインタフェース”と呼ばれ
るＵプレーンのインタフェースによってＭＭＥ１２１と接続される。また、基地局１１１
は、“Ｓ１－Ｕインタフェース”と呼ばれるインタフェースによってＳ－ＧＷ１２２と接
続される。Ｓ－ＧＷ１２２とＭＭＥ１２１とは、“Ｓ１１インタフェース”と呼ばれるＣ
プレーンのインタフェースで接続される。Ｓ－ＧＷ１２２とＰ－ＧＷ１２３とは、“Ｓ５
”と呼ばれるＵプレーンのインタフェース、およびＵプレーン用のインタフェースによっ
て接続される。また、基地局１１１間は、“Ｘ２インタフェース”と呼ばれるインタフェ
ースによって接続される。
【００２４】
　図１に示すＥＰＣ網１０２は、さらに、移動端末１０５の移動時におけるマルチキャス
ト視聴のトラヒックを制御するノードとして機能する、１以上のオフロード装置（以下、
オフロードゲートウェイ（オフロードＧＷ：ｏＧＷ）と表記）１２４を備えている。図１
に示す例では、オフロードＧＷ１２４の例示として、ハンドオーバのソースおよびターゲ
ット用の２つのオフロードｏＧＷ（＃１），ｏＧＷ（＃２）を図示している。
【００２５】
　オフロードＧＷ１２４は、基地局１１１とＥＰＣ網１０２との間に配置される。すなわ
ち、このオフロードＧＷ１２４は、ＥＰＣ網１０２におけるＳ－ＧＷ１２２から基地局１
１１側に配置される。オフロードＧＷ１２４の設置数は、適宜決定可能である。例えば、
オフロードＧＷ１２４は、基地局１１１毎に配置することができる。
【００２６】
　オフロードＧＷ１２４は、移動端末１０５の回線単位にＩＰＴＶ放送を視聴中のマルチ
キャスト視聴情報をオフロード条件適用状態として管理する。また、移動端末１０５の移
動に伴うハンドオーバを契機に、オフロード条件適用状態をソースとターゲットのオフロ
ードＧＷ（＃１）１２４と、ｏＧＷ（＃２）１２４間において引き継ぐ。
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【００２７】
　このオフロードＧＷ１２４は、基地局１１１とＳ－ＧＷ１２２との間で送受信されるＣ
プレーンのパケットを傍受する。そして、オフロードＧＷ１２４は、基地局１１１とＳ－
ＧＷ１２２間を流れるＵプレーンのトラヒックのうち、オフロード対象のトラヒック（オ
フロードトラヒック）を決定する。
【００２８】
　そして、オフロードＧＷ１２４は、トラヒックオフロード対象としたマルチキャスト通
信について、マルチキャスト通信毎にその通信を開始したソースのオフロードＧＷ（ｏＧ
Ｗ＃１）１２４は、トラヒックオフロード対象のマルチキャスト視聴情報を管理する。そ
して、図１に示すように、
（１）移動端末１０５の移動に伴い、ソースのオフロードＧＷ（ｏＧＷ＃１）１２４は、
（２）ハンドオーバ先（ターゲット）のオフロードＧＷ（ｏＧＷ＃２）１２４へトラヒッ
クオフロード対象のマルチキャスト視聴情報を伝える。これにより、ハンドオーバ先のオ
フロードＧＷ（ｏＧＷ＃２）１２４は、
（３）移動端末１０５に代わって、ＩＰＴＶ放送局のサーバ１４１に対し、移動端末１０
５の視聴要求（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）を行う。
【００２９】
　図１の矢印は、ソースおよびターゲットのオフロードＧＷ１２４におけるマルチキャス
トパケット（ＩＰＴＶ放送）の配信経路を示し、Ｓ－ＧＷ１２２に代わってオフロードＧ
Ｗ１２４がマルチキャストネットワークを介して配信する。図１において、ＩＰＴＶ放送
局１４１から配信されるＩＰＴＶ放送番組は、Ｐ－ＧＷ１２３→Ｓ－ＧＷ１２２を介して
オフロードＧＷ１２４までの間において、１本の通信経路上でマルチキャスト配信される
。そして、オフロードＧＷ１２４から基地局１１１を介して移動端末１０５までの間は移
動端末１０５の数分の個別（ユニキャスト）パケットにより配信される。
【００３０】
　例えば、図１に示すように、１台のオフロードＧＷ（＃２）１２４にＩＰＴＶ放送案組
を視聴する２台の移動端末１０５（ユーザＡ，Ｂ）が接続されたとする。この場合でも、
ＩＰＴＶ放送局１４１から配信されるＩＰＴＶ放送番組は、Ｐ－ＧＷ１２３→Ｓ－ＧＷ１
２２を介してオフロードＧＷ１２４までの間において、一つの通信経路を用いてマルチキ
ャスト配信される。そして、オフロードＧＷ（＃２）１２４から２台の移動端末１０５ま
での間のみ２つの通信経路を有して、個別（ユニキャスト）パケットにより配信される。
このように、実施の形態によれば、ＥＰＣ網１０２内に移動端末１０５の数に対応する通
信経路を設ける必要がなく、マルチキャストネットワーク（ＩＰＴＶ放送局１４１からマ
ルチキャストパケットとして伝送される経路、例えば、ＥＰＣ網１０２を含む）のトラヒ
ックを削減できるようになる。
【００３１】
（オフロードＧＷのハードウェア構成例）
　図２は、オフロードＧＷのハードウェア構成例を示す図である。図２において、オフロ
ードＧＷ１２４は、複数の回線インタフェース２０１と、回線インタフェース２０１に接
続されたパケット転送制御部（パケット転送制御回路：パケット転送コントローラ）２０
２と、パケット転送制御部２０２に接続されたＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等からなる制御部２０３およびメモリ等の記憶部２０４とを含む。
【００３２】
　回線インタフェース２０１は、オフロードＧＷ１２４と基地局１１１とを結ぶ回線、オ
フロードＧＷ１２４とＳ－ＧＷ１２２とを結ぶ回線、オフロードＧＷ１２４とＭＭＥ１２
１とを結ぶ回線、およびオフロードＧＷ１２４とマルチキャストネットワークとを結ぶ回
線を収容する。オフロードＧＷ１２４には、オフロードＧＷ１２４が収容する回線数に対
応する１以上の回線インタフェース２０１が設けられる。回線インタフェース２０１は、
汎用または専用の半導体回路（ＬＳＩ，ＡＳＩＣなど）によって形成される。
【００３３】
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　パケット転送制御部２０２は、パケット転送処理を行う。すなわち、パケット転送制御
部２０２は、ルーティングテーブルを有し、パケットの宛先アドレスに対応する出力ポー
トをルーティングテーブルから割り出し、出力ポートへ向けてパケットを送出する。パケ
ット転送制御部２０２は、汎用または専用の半導体回路（ＬＳＩ，ＡＳＩＣ，プログラマ
ブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｏｒ）など）が搭載された回路チップとして形成されることができる。
【００３４】
　制御部（ＣＰＵ）２０３は、パケット転送制御部２０２の制御を通じて、オフロードＧ
Ｗ１２４全体の動作を制御する。ＣＰＵ２０３は、コントローラ（制御部）の一例であり
、プロセッサの一例である。なお、ＣＰＵ２０３の機能を司るコントローラは、専用また
は汎用のハードウェアチップの適用によって実現されることができる。記憶部２０４は、
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｍｅｍｏｒｙ），ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏ
ｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）などの半導体メモリによって
形成される。記憶部２０４は、ＣＰＵ２０３の作業領域、ＣＰＵ２０３によって実行され
る各種のプログラムやプログラムの実行に際して使用されるデータの格納領域を提供する
。
【００３５】
（オフロードＧＷの機能ブロック例）
　図３は、オフロードＧＷの機能ブロック図である。この図３には、図２に示したＣＰＵ
２０３が記憶部２０４に記憶されたプログラムを実行することによって実現されるオフロ
ードＧＷ１２４の機能を示している。図３に示すように、ＣＰＵ２０３がプログラムを実
行することによって、ＣＰＵ２０３は、振分ポイント（中継ポイント）３０１として機能
する。
【００３６】
　振分ポイント（中継ポイント）３０１としての機能は、Ｓ１ＡＰ傍受処理部３１１、Ｘ
２ＡＰ傍受処理部３１２、合流処理部３１３、振分処理部３１４、転送処理部３１５とを
含む。記憶部２０４には、ベアラ（Ｂｅａｒｅｒ）状態管理テーブル３２１と、オフロー
ド条件適用状態管理テーブル３２２とが記憶される。ベアラ状態管理テーブル３２１およ
びオフロード条件適用状態管理テーブル３２２は、振分ポイント３０１によって使用され
る。
【００３７】
　移動端末１０５のマルチキャスト通信を中継するオフロードＧＷ１２４は、移動端末１
０５がベアラ回線を通じて送信したマルチキャスト視聴要求（ＩＣＭＰ－ｊｏｉｎ）を振
分処理部３１４が検出する。振分処理部３１４は、視聴情報を記憶部２０４に記憶する。
そして、振分処理部３１４は、オフロードＧＷ１２４から、視聴要求のカプセリングを解
いて対応のＩＰＴＶ放送局１４１へ視聴要求する。合流処理部３１３は、ＩＰＴＶ放送局
１４１からのＩＰＴＶ放送パケットをカプセリングし、視聴要求を行った移動端末１０５
対応のベアラ回線を通じて移動端末１０５へ送る。
【００３８】
　移動端末１０５が移動すると、オフロードＧＷがハンドオーバシーケンスを検出する。
そして、転送処理部３１５は、移動端末１０５のハンドオーバ元の通信が通過していたオ
フロードＧＷ（＃１）１２４からハンドオーバ先の通信が通過するオフロードＧＷ（＃２
）１２４へ視聴情報を引き渡す。これにより、ハンドオーバ先の通信が通過するオフロー
ドＧＷ（＃２）１２４の転送処理部３１５は、移動端末１０５についてのマルチキャスト
の視聴要求を追加して要求する。ハンドオーバ元の通信が通過していたオフロードＧＷ（
＃１）１２４の振分処理部３１４では、移動端末１０５の視聴離脱（ＩＣＭＰ－ｌｅａｖ
ｅ）を行う。
【００３９】
　なお、ハンドオーバには、同一のＭＭＥ１２１の管理範囲内（基地局１１１間）で実施
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されるＸ２ベースハンドオーバと、異なるＭＭＥ１２１間に跨って行われるＳ１ベースハ
ンドオーバとがある。オフロードＧＷ１２４の変更は、オフロードＧＷ１２４が基地局１
１１毎に設置されている場合、Ｘ２ベースハンドオーバとＳ１ベースハンドオーバとの双
方について起こる。
【００４０】
（オフロードＧＷの各機能の処理概要）
（１）Ｓ１ＡＰ傍受処理部３１１
　Ｓ１ＡＰ傍受処理部３１１は、Ｓ１ＡＰ：Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕ
ｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔを傍受すると以下の処理を実施する。
１．Ｓ１ＡＰ：Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔに基づき
ベアラの割り付け情報をベアラ状態管理テーブル３２１に記憶する。
２．振分処理部３１４へオフロード対象の監視開始を指示する。
３．合流処理部３１３に対し、オフロード対象のベアラについて合流開始を指示する。
（２）振分処理部３１４
　振分処理部３１４は、オフロード対象のＴＥＩＤ＋ＩＧＭＰ　ｊｏｉｎを検出すると以
下の処理を実施する。
１．ＧＴＰ－ｕのカプセルを解いて、ＩＧＭＰ　ｊｏｉｎをマルチキャストネットワーク
へ中継する。
２．ベアラ＋マルチキャストＡｄｄｒｅｓｓをオフロード条件適用状態管理テーブル３２
２へ記憶する。
３．ＩＰＴＶ放送視聴参加ポイントに対し、オフロード対象のベアラについて、中継開始
を指示する。
（３）合流処理部３１３
　合流処理部３１３は、マルチキャストパケットを受けると、オフロード条件適用状態管
理テーブル３２２のマルチキャストＡｄｄｒｅｓｓと照合し、一致するベアラ対応のｅＮ
Ｂ（Ｓ１－ｕ　ＴＥＩＤ（ｆｏｒ　ｅＮＢ））に向け、マルチキャストパケットを送信す
る。
【００４１】
（オフロードトラヒックのハンドオーバ動作）
　ハンドオーバは、Ｘ２ベースハンドオーバとＳ１ベースハンドオーバがあり、それぞれ
における各機能部の処理概要を説明しておく。
【００４２】
（１）Ｘ２ベースハンドオーバ時の処理概要
（１－１）ターゲットｏＧＷのＸ２ＡＰ傍受処理部３１２が、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅ
ｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔを傍受すると、以下の処理を行う。
１．Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔに基づきベアラの割り付け情報をベア
ラ状態管理テーブル３２１に記憶する。
２．振分処理部３１４へオフロード対象の監視開始を指示する。
３．ＭＭＥ対応のｏＧＷより、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　ＲｅｑｕｅｓｔのＭＭＥ　
ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤをキーにＵＥ対応のオフロード条件適用状態を受け取る。
【００４３】
（１－２）ターゲットｏＧＷのＳ１ＡＰ傍受処理部３１１が、Ｓ１ＡＰ：Ｐａｔｈ　Ｓｗ
ｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔを傍受すると、以下の処理を行う。
１．Ｓ１ＡＰ：Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔに基づきベアラの割り付け情報
をベアラ状態管理テーブル３２１に記憶する。
２．合流処理部３１３に対し、オフロード対象のベアラについて合流開始を指示する。
３．ソースｏＧＷより引き継いだオフロード条件適用状態のベアラ対応の各マルチキャス
ト情報について、ＩＧＭＰ　ｊｏｉｎをマルチキャストネットワークへ送信する。
【００４４】
（２）Ｓ１ベースハンドオーバ時の処理概要
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（２－１）ソースｏＧＷのＳ１ＡＰ傍受処理部３１１が、Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　
Ｒｅｑｕｉｒｅｄを傍受すると、以下の処理を行う。
１．Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　ＲｅｑｕｅｉｒｅｄのＴａｒｇｅｔＩＤ（ｅＮＢ－Ｉ
Ｄ）により、ターゲットｅＮＢを収容するターゲットｏＧＷのターゲットｅＮＢ対応オフ
ロード条件適用状態管理テーブル３２２へＵＥ対応のオフロード条件適用状態の情報を書
き込む。
２．Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｉｒｅｄに含まれるＴａｒｇｅｔ　Ｃｅｌ
ｌＩＤ　ｉｎｆをＳ－Ｔａｒｇｅｔ　ＣｅｌｌＩＤ　ｉｎｆ．としてターゲットｏＧＷの
ターゲットｅＮＢ対応オフロード条件適用状態管理テーブル３２２へ書き込む。
【００４５】
（２－２）ターゲットｏＧＷのＳ１ＡＰ傍受処理部３１１が、Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅ
ｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔを傍受すると、以下の処理を行う。
１．Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔに基づき、ベアラの割り付け情報をベ
アラ状態管理テーブル３２１に記憶する。
２．Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔに含まれるＴａｒｇｅｔ　ＣｅｌｌＩ
Ｄ　ｉｎｆをＴ－Ｔａｒｇｅｔ　ＣｅｌｌＩＤ　ｉｎｆ．としてベアラ状態管理テーブル
３２１へ書き込む。
３．振分処理部３１４へオフロード対象の監視開始を指示する。
【００４６】
（２－３）ターゲットｏＧＷのＳ１ＡＰ傍受処理部３１１が、Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅ
ｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．を傍受すると、以下の処理を行う。
１．Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．に基づき、ベアラの割り付
け情報をベアラ状態管理テーブル３２１に記憶する。
２．Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．に含まれるＣ－ＲＴＮＩｉ
ｎｆ．をＴ－Ｃ－ＲＴＮＩ　ｉｎｆ．としてベアラ状態管理テーブル３２１へ書き込む。
３．合流処理部３１３に対し、オフロード対象のベアラについて合流開始を指示する。
【００４７】
（２－４）ソースｏＧＷのＳ１ＡＰ傍受処理部３１１が、Ｓ１ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　
Ｃｏｍｍａｎｄ．を傍受すると、以下の処理を行う。
１．Ｓ１ＡＰ：　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄに含まれるＣ－ＲＴＮＩ　ｉｎｆ．
をＳ－Ｃ－ＲＴＮＩ　ｉｎｆ．としてターゲットｏＧＷのターゲットｅＮＢ対応オフロー
ド条件適用状態管理テーブル３２２へ書き込む。
２．ターゲットｏＧＷの振分ポイントへＴａｒｇｅｔＩＤ＋Ｓ－ＣｅｌｌＩＤ　ｉｎｆ．
＋Ｓ－Ｃ－ＲＴＮＩ　ｉｎｆ．を通知し、ベアラ状態管理テーブル３２１の対応するｅＮ
ＢＩＤ＋Ｔ－ＣｅｌｌＩＤ　ｉｎｆ．＋Ｔ－Ｃ－ＲＴＮＩ　ｉｎｆ．を持つＵＥを決定し
、ターゲットｅＮＢ対応オフロード条件適用状態管理テーブル３２２の情報を当該ＵＥの
オフロード条件適用状態としてコピーする。
３．オフロード条件適用状態のＢｅａｒｅｒ対応の各マルチキャスト視聴情報に基づいて
、マルチキャストネットワークへＩＧＭＰ　ｊｏｉｎを送信する。
【００４８】
　図４は、オフロードＧＷによるオフロードトラヒックのＸ２ベースハンドオーバ動作を
説明する図である。ＣＰＵ２０３が実現する機能を示す。図４には、ソースｏＧＷである
オフロードＧＷ１２４（＃１）と、ターゲットｏＧＷであるオフロードＧＷ１２４（＃２
）とが示されている。
【００４９】
　Ｓ１ＡＰ傍受処理部３１１は、基地局１１１とＭＭＥ１２１との間で送受信される、Ｓ
１ＡＰ（Ｓ１　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づく制御パケットを傍
受する。Ｓ１ＡＰは、基地局１１１（ｅＵＴＲＡＮ）とＭＭＥ１２１（ＥＰＣ）との間の
シグナリングサービスを提供するＣプレーンのプロトコルである。Ｓ１ＡＰが有する機能
は、例えば、ベアラの確立、変更および開放、ハンドオーバ制御および待ち受け移動端末
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への着信制御である。
【００５０】
　Ｘ２ＡＰ傍受処理部３１２は、基地局１１１間で送受信される、Ｘ２ＡＰ（Ｘ２　Ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）に基づく制御パケットを傍受する。Ｘ２ＡＰは
、Ｘ２インタフェース上の基地局（ｅＮｏｄｅＢ）１１１間のＣプレーンプロトコルであ
り、基地局１１１間における負荷管理およびハンドオーバ調整を支援する。
【００５１】
　振分処理部３１４は、ｕｐｌｉｎｋのＧＴＰ－ｕ（ＧＰＲＳ　Ｔｕｎｎｅｌｉｎｇ　Ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ　ｆｏｒ　Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ）トンネルを流れるトラヒックのうち、
ＩＰＴＶ視聴情報（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ／ｌｅａｖｅ／ｒｅｐｏｒｔ）を、マルチキャス
トネットワークに分岐させる。ＧＴＰ－ｕは、基地局１１１とＳ－ＧＷ１２２との間のＩ
Ｐ伝送用プロトコルである。トラヒックは、ＧＴＰ－ｕに基づいて基地局１１１とＳ－Ｇ
Ｗ１２２との間に確立されたベアラ（ＧＴＰ－ｕトンネル）を流れる。なお、ＴＥＩＤ（
Ｔｕｎｎｅｌ　Ｅｎｄｐｏｉｎｔ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｅｒ）は、パケットのＧＴＰヘッダ
に設定される、ＧＴＰ－ｕトンネルの終端点の識別子である。
【００５２】
　合流処理部３１３は、マルチキャストネットワークからのオフロードトラヒック（ＩＰ
ＴＶ放送のマルチキャストＰＤＵ）を、ｄｏｗｎｌｉｎｋのＧＴＰ－ｕトンネルを流れる
Ｓ－ＧＷ１２２からのトラヒックに合流させる。パケット転送制御部２０２は、ＥＰＣ網
１０２とマルチキャストネットワークとの間のＮＡＰＴ処理（オフロード対象のトラヒッ
クに関するＩＰアドレス変換、ＴＣＰ／ＵＤＰポート変換）を行う。
【００５３】
　本実施形態では、移動端末１０５と通信相手（ＩＰＴＶ放送局１４１）との間でオフロ
ード対象のＩＰＴＶ放送が開始されたときのオフロードＧＷ１２４が、ＩＰＴＶ放送視聴
参加ポイントとして設定される。例えば、図４に示すように、基地局（＃１）１１１に接
続した移動端末１０５がＩＰＴＶ放送局１４１からのマルチキャストパケットを受信した
ときに、オフロード処理を実行したオフロードＧＷ（＃１）１２４が、ＩＰＴＶ放送視聴
参加ポイントとして設定される。
【００５４】
　振分ポイントの変更は、移動端末１０５の移動に伴うハンドオーバによって起こる。す
なわち、移動端末１０５のハンドオーバ先の基地局１１１（ターゲット基地局）が、ハン
ドオーバ元の基地局１１１（ソース基地局）と異なるオフロードＧＷ１２４に収容されて
いる場合に、ＩＰＴＶ放送視聴参加ポイントが変更される。
【００５５】
　本実施形態では、元のオフロードＧＷ（＃１）１２４は、新たなＩＰＴＶ放送視聴参加
ポイントとなるターゲットのオフロードＧＷ（＃２）１２４に、トラヒックオフロード対
象のマルチキャスト視聴情報を転送する。より具体的には、図４において、元のオフロー
ドＧＷ（＃１）１２４の転送処理部３１５は、オフロード条件適用状態管理テーブル３２
２をターゲットのオフロードＧＷ（＃２）１２４のオフロード条件適用状態管理テーブル
３２２にコピーするために転送する。
【００５６】
　ターゲットのオフロードＧＷ（＃２）１２４は、転送されたオフロード適用状態テーブ
ル３２２を保持し、マルチキャスト視聴参加（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）をマルチキャストネ
ットワークを介してＩＰＴＶ放送局１４１に要求する。ここで、ターゲットのオフロード
ＧＷ（＃２）１２４の転送処理部３１５は、移動した移動端末１０５に代わってマルチキ
ャスト視聴参加要求する。そして、ＩＰＴＶ放送局１４１からのマルチキャストパケット
を基地局（＃２）１１１を介して移動端末１０５へ向けて転送する。これによって、移動
端末１０５が移動しても、移動端末１０５に対しＩＰＴＶ放送のマルチキャストパケット
を継続して配信することができる。また、維持されていたマルチキャスト通信が終了した
場合には、マルチキャスト視聴からの離脱を行う。
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【００５７】
　これにより、複数の移動端末１０５が移動毎にマルチキャスト視聴情報をそれぞれ送出
するのではなく、ソースおよびターゲットのオフロードＧＷ１２４同士がマルチキャスト
ネットワークを介してマルチキャスト視聴情報を転送する。これにより、移動端末１０５
が移動しても、ＩＰＴＶ放送等のマルチキャストパケットが途絶することがない。
【００５８】
　また、オフロードＧＷ１２４がマルチキャスト視聴情報の送出を制御するとともに、Ｉ
ＰＴＶ放送局１４１から配信される同一のＩＰＴＶ放送のマルチキャストパケットを複数
の移動端末１０５に配信する。これにより、ＥＰＣ網１０２の通信回線を各移動端末１０
５毎に設ける必要がなく、ＥＰＣ網１０２のトラヒック増加を抑止できるようになる。
【００５９】
　図５は、オフロードＧＷによるオフロードトラヒックのＳ１ベースハンドオーバ動作を
説明する図である。Ｓ１ベースハンドオーバにおいては、Ｘ２ベースハンドオーバ（図４
）の構成に加えて、ターゲットのオフロードＧＷ（＃２）１２４の記憶部２０４には、タ
ーゲット基地局１１１（ターゲットｅＮＢ）毎のターゲットｅＮＢ対応オフロード条件適
用状態データ５０１が追加して設けられる。
【００６０】
　そして、元のオフロードＧＷ（＃１）１２４の転送処理部３１５は、オフロード条件適
用状態管理テーブル３２２をターゲットのオフロードＧＷ（＃２）１２４のターゲットｅ
ＮＢ対応オフロード条件適用状態データ５０１にコピーするために転送を行う（図５のコ
ピー１）。
【００６１】
　ターゲットのオフロードＧＷ（＃２）１２４は、ターゲットｅＮＢ対応オフロード条件
適用状態データ５０１のオフロード条件適用状態管理テーブル３２２をオフロード条件適
用状態管理テーブル３２２にコピーする（図５のコピー２）。そして、ターゲットのオフ
ロードＧＷ（＃２）１２４の転送処理部３１５は、マルチキャスト視聴参加（ＩＧＭＰ－
ｊｏｉｎ）をマルチキャストネットワークを介してＩＰＴＶ放送局１４１に要求する。こ
れ以外の処理は図４と同様である。
【００６２】
　以下、オフロードＧＷ１２４のさらなる詳細について説明する。図６は、移動端末の起
動及びオフロード処理の例を示すシーケンス図である。図７Ａは、Ｓ１ベースのハンドオ
ーバの処理例を示すシーケンス図であり、図７Ｂは、Ｘ２ベースのハンドオーバの処理例
を示すシーケンス図である。各シーケンスの詳細は後述する。
【００６３】
　＜オフロード条件適用状態データ＞
　図８は、オフロード条件適用状態データのデータ構造例を示す図表である。オフロード
条件適用状態管理テーブル３２２は、オフロードＧＷ内ＵＥ識別子と、利用者回線識別子
（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）と、マルチキャスト視聴情報とを含む１以上のレコードを格納する
。
【００６４】
　“ｏＧＷ内ＵＥ識別子”は、オフロードＧＷ（ｏＧＷ）１２４が移動端末（ＵＥ）１０
５を一意に識別する情報である。“利用者回線識別子”は、移動端末１０５内での回線を
一意に識別する情報であり、移動端末１０５での回線識別子（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）と同期
する。“Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ視聴情報”は、移動端末１０５に対応するマルチキャストア
ドレスである。
【００６５】
　＜パケット＞
　図９は、基地局からＳ－ＧＷへのアップリンクのＧＴＰ－ｕパケット（ＵＬカプセル化
パケット）のデータ構造例を示す図表である。ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎのデータ９０１と、Ｉ
ＧＭＰ－ｌｅａｖｅのデータ９０２とを例示する。ＧＴＰ－ｕパケットは、ＩＧＭＰヘッ
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ダとＩＰヘッダを有するマルチキャストパケットが、ＧＴＰ－ｕヘッダ、ＵＤＰ＿Ｇ（Ｕ
ｓｅｒ　Ｄａｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ヘッダおよびＩＰ＿Ｇヘッダでカプセル
化されている。さらに、カプセル化パケットにレイヤ２（Ｌ２）ヘッダおよびレイヤ１（
Ｌ１）ヘッダが付与されている。
【００６６】
　ＩＧＭＰヘッダには、マルチキャスト視聴参加あるいは離脱に関するＴｙｐｅの情報と
、マルチキャストのグループアドレスが設定される。ＩＰヘッダ内の宛先ＩＰアドレスと
して、目的のＩＰＴＶ放送局１４１のサーバのＩＰアドレスが設定されており、送信元Ｉ
Ｐアドレスは、移動端末１０５のＩＰアドレスが設定されている。一方、ＩＰ＿Ｇヘッダ
の宛先ＩＰアドレスは、目的のＳ－ＧＷ１２２のＩＰアドレスであり、送信元アドレスは
、基地局１１１のＩＰアドレスである。ＴＥＩＤとしては、ＧＴＰトンネルの終端点に位
置するＳ－ＧＷ１２２を示す値が設定される。
【００６７】
　図１０は、Ｓ－ＧＷから基地局へのダウンリンクのＧＴＰ－ｕパケット（ＤＬカプセル
化パケット）のデータ構造例を示す図表である。ＩＰヘッダおよびＩＰ＿Ｇヘッダ中の送
信先ＩＰアドレスと宛先ＩＰアドレスが、図９に示したＧＴＰ－ｕパケットと逆になる。
ＵＤＰは、ＩＰＴＶ放送局１４１から配信されるＩＰＴＶ放送コンテンツである。ＴＥＩ
Ｄは、目的の基地局１１１内のトンネル終端点を指す。このデータ構造例は、マルチキャ
ストネットワーク経由のパケットを振分ポイント３０１から基地局１１１へ送信するＧＴ
Ｐ－ｕのパケットのデータ構造例でもある。
【００６８】
　図１１は、オフロード対象のアップリンクパケットをＩＰＴＶ放送視聴参加ポイントの
オフロードＧＷからマルチキャストネットワーク（ＩＰＴＶ放送局）へ送信するときに利
用されるパケット（ＵＬオフロードパケット）の構成例を示す図表である。ＩＧＭＰ－ｊ
ｏｉｎのデータ１１０１と、ＩＧＭＰ－ｌｅａｖｅのデータ１１０２とを例示する。図１
２は、ＩＰＴＶ放送局からマルチキャストネットワークを経由してＩＰＴＶ放送視聴参加
ポイントのオフロードＧＷへ到達するパケット（ＤＬオフロードパケット）の構成例を示
す図表である。
【００６９】
　＜ベアラ状態管理テーブル＞
　図１３は、ベアラ状態管理テーブルを示す図表である。本実施形態において、ベアラ状
態管理テーブル３２１は、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａと、ベアラテーブル３２１
Ｂとを含み管理される。但し、テーブル構成は例示である。
【００７０】
　ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａは１連のテーブルである。ベアラ利用者特定テーブ
ル３２１Ａの“オフロードＧＷ（ｏＧＷ）内ＵＥ識別子”は、ベアラテーブル３２１Ｂの
オフロードＧＷ内ＵＥ識別子と同値であり、同一レコードであることを明示するために記
載されている。
【００７１】
　“オフロードＧＷ（ｏＧＷ）内ＵＥ識別子”は、当該オフロードＧＷ１２４において移
動端末１０５を一意に識別する情報を記憶する。同一の移動端末１０５に対して、オフロ
ードＧＷ内ＵＥ識別子は、同一の移動端末１０５に対して、オフロード条件適用状態管理
テーブル３２２と、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａとの双方に、同一の値を有するオ
フロードＧＷ内ＵＥ識別子が記憶される。
【００７２】
　“ＭＭＥ内ＵＥ識別子”は、ＭＭＥ１２１により付与された移動端末１０５の識別子（
ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ）である。“ＭＭＥ装置識別子”は、ＭＭＥ内ＵＥ識別子
を移動端末１０５に付与したＭＭＥ１２１（ＭＭＥ装置）の識別子である。“ｅＮＢ内Ｕ
Ｅ識別子（Ｓ１ＡＰ）”は、基地局１１１（ｅＮＢ）で付与された移動端末１０５の識別
子（ｅＮＢ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ）である。
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【００７３】
　“ｅＮＢ内ＵＥ識別子（Ｘ２ＡＰ）”は、基地局１１１で付与された移動端末１０５の
識別子（ｅＮＢ　ＵＥ　Ｘ２ＡＰ　ＩＤ）である。“ｅＮＢ装置識別子”は、ｅＮＢ内Ｕ
Ｅ識別子（Ｓ１ＡＰ）およびｅＮＢ内ＵＥ識別子（Ｘ２ＡＰ）を移動端末１０５に付与し
た基地局１１１の識別子である。
【００７４】
　“ｔ－Ｔａｒｇｅｔ　セル識別情報”は、ハンドオーバ先のターゲットのオフロードＧ
Ｗ（＃２）１２４が受信した、ハンドオーバ元の基地局１１１が選択したハンドオーバ先
セル識別情報である。“ｔ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報”は、ハンドオーバ先のオ
フロードＧＷ１２４が受信した、ハンドオーバ先の基地局１１１が選択したハンドオーバ
先セル内の移動端末１０５の識別情報である。“Ｔａｒｇｅｔ　ＩＤ”は、ハンドオーバ
元のオフロードＧＷ１２４が受信した、ハンドオーバ元の基地局１１１が選択したハンド
オーバ先の基地局１１１の識別子である。
【００７５】
　“ｓ－Ｔａｒｇｅｔ　セル識別情報”は、ハンドオーバ元のソースのオフロードＧＷ１
２４が受信した、ハンドオーバ元の基地局１１１が選択したハンドオーバ先セル識別情報
である。“ｓ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報”は、ハンドオーバ元のオフロードＧＷ
１２４が受信した、ハンドオーバ先の基地局１１１が選択したハンドオーバ先セル内の移
動端末１０５の識別情報である。
【００７６】
　＜ベアラテーブル＞
　図１３に示すベアラテーブル３２１Ｂは、以下のようなデータを有する。“オフロード
ＧＷ（ｏＧＷ）内ＵＥ識別子”は、オフロードＧＷ１２４において移動端末１０５を一意
に識別する情報である。ベアラテーブル３２１Ｂには、同一の移動端末１０５に関して、
ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａの“オフロードＧＷ内ＵＥ識別子”と同値が格納され
る。“利用者回線識別子”は、移動端末１０５内での回線を一意に識別する情報であり、
移動端末１０５での回線識別子（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）と同期する。
【００７７】
　“ｕｐｌｉｎｋ回線割り付け情報”は、利用者回線識別子に対するＳ－ＧＷ１２２へ向
かうｕｐｌｉｎｋパケットの宛先情報である。“ｄｏｗｎｌｉｎｋ回線割り付け情報”は
、利用者回線識別子に対する基地局１１１へ向かうｄｏｗｎｌｉｎｋパケットの宛先情報
である。
【００７８】
　＜メッセージ＞
　次に、ノード間でやりとりされる主なメッセージのデータ構造例を説明する。図１４は
、移動端末の起動時にＭＭＥから基地局へ送信されるＩｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　
Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの構成例を示す図表である。図１５は、Ｉｎｉｔ
ｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの応答メッセージであ
る、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージの構成
例を示す図表である。Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ
メッセージは、基地局１１１からＭＭＥ１２１へ送信される。
【００７９】
　図１６は、移動端末のＳ１ベースのハンドオーバ時に、移動端末からソースＭＭＥへ送
信されるＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージの構成例を示す図表である。図
１７は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時に、ターゲットＭＭＥからターゲット基地局へ送信
されるＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの構成例を示す図表である。図１８
は、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージに応じてターゲット基地局からターゲ
ットＭＭＥへ返信されるＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージの構成
例を示す図表である。
【００８０】
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　図１９は、ソースＭＭＥからソース基地局（サービング基地局）へ送信されるＨａｎｄ
ｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージの構成例を示す図表である。図２０は、ソースＭＭ
Ｅ１２１からソース基地局１１１へ送信されるＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　
Ｃｏｍｍａｎｄメッセージの構成例を示す図表である。
【００８１】
　図２１は、Ｘ２ベースのハンドオーバにおいて、ソース基地局からターゲットオフロー
ドＧＷ経由でターゲット基地局へ転送される、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅ
ｓｔメッセージの構成例を示す図表である。図２２は、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒ
ｅｑｕｅｓｔメッセージの応答メッセージである、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージの構成例を示す図表である。Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ
　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージは、ターゲットオフロードＧＷ（＃２）１２４を
介して、ターゲット基地局（＃２）１１１からソース基地局（＃１）１１１へ送信される
。図２３は、Ｘ２ＡＰ：ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅメッセージの構成例を示
す図表である。
【００８２】
　図２４は、Ｘ２ベースのハンドオーバにおいてターゲット基地局からＭＭＥへ送信され
るＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　メッセージの構成例を示す図表である。図
２５は、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの応答として、ＭＭＥから
ターゲット基地局へ送信されるＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッ
セージを示す図表である。
【００８３】
　＜処理フロー＞
　次に、オフロードＧＷ１２４における処理フロー例について説明する。以下の各処理は
、制御部（ＣＰＵ）２０３によって実行される。図２６は、基地局からＳ－ＧＷへ向かう
ｕｐｌｉｎｋ　ＧＴＰ－ｕパケットを振分ポイントのオフロードＧＷが受信した場合の処
理内容を示すフローチャートである。
【００８４】
　図２６において、最初に、ＣＰＵ２０３は、ベアラテーブル３２１Ｂのアップリンク回
線割り付け情報が受信パケットのＴＥＩＤに一致するベアラテーブル３２１Ｂのレコード
を取り出し、ｏＧＷ内ＵＥ識別子、および利用者回線識別子を特定する（Ｓ２６０１）。
【００８５】
　次に、レコードがあるか否かが判定される（Ｓ２６０２）。レコードがなければ（ステ
ップＳ２６０２：Ｎｏ）、Ｓ２６１１へ移行し、受信パケット（ＧＴＰ－ｕ）をＳ－ＧＷ
１２２へ中継し（ステップＳ２６１１）、以上の処理を終了する。一方、レコードがあれ
ば（ステップＳ２６０２：Ｙｅｓ）、Ｓ２６０３へ移行する。
【００８６】
　Ｓ２６０３では、レコードがある場合にオフロード条件適用状態管理テーブル３２２か
ら、ｏＧＷ内ＵＥ識別子、利用者回線識別子に対応し、マルチキャスト視聴情報が受信パ
ケットのグループアドレス情報と一致するレコードを取り出す（ステップＳ２６０３）。
【００８７】
　次に、レコードがあるか否かが判定される（ステップＳ２６０４）。レコードがあれば
（ステップＳ２６０４：Ｙｅｓ）、Ｓ２６０５へ移行し、レコードがなければ（ステップ
Ｓ２６０４：Ｎｏ）、Ｓ２６０８へ移行する。
【００８８】
　Ｓ２６０５では、ＧＴＰ－ｕユーザデータは、マルチキャスト視聴離脱（ＩＧＭＰ－ｌ
ｅａｖｅ）であるか否かが判定される。このとき、離脱要求であれば（ステップＳ２６０
５：Ｙｅｓ）、Ｓ２６０６に移行し、離脱要求以外（マルチキャスト視聴参加（ＩＧＭＰ
－ｊｏｉｎ））であれば（ステップＳ２６０５：Ｎｏ）、Ｓ２６０７に移行する。
【００８９】
　Ｓ２６０６では、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２から、ｏＧＷ内ＵＥ識別
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子、利用者回線識別子に対応し、マルチキャスト視聴情報が受信パケットのグループアド
レスと一致するレコードを削除する（ステップＳ２６０６）。
【００９０】
　Ｓ２６０７では、受信パケット（ＧＴＰ－ｕ）からＧＴＰ－ｕユーザデータを取り出し
、ＩＧＭＰパケットとし、オフロードＧＷ１２４のマルチキャストネットワークのＩＰア
ドレスでＩＧＭＰパケットのＳＡ情報を書き換え、宛先へ向けＩＧＭＰパケットを送信す
る（ステップＳ２６０７）。以上により処理が終了する。
【００９１】
　Ｓ２６０８では、ＧＴＰ－ｕユーザデータは、マルチキャスト視聴要求（ＩＧＭＰ－ｊ
ｏｉｎ）であるか否かが判定される。視聴要求（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）であれば（ステッ
プＳ２６０８：Ｙｅｓ）、ステップＳ２６０９へ移行する。マルチキャスト視聴要求（Ｉ
ＧＭＰ－ｊｏｉｎ）以外（マルチキャスト視聴離脱（ＩＧＭＰ－ｌｅａｖｅ））であれば
（ステップＳ２６０８：Ｎｏ）、ステップＳ２６１１へ移行し、受信パケット（ＧＴＰ－
ｕ）をＳ－ＧＷ１２２へ中継し（ステップＳ２６１１）、以上の処理を終了する。
【００９２】
　Ｓ２６０９では、受信パケットのグループアドレスをｏＧＷ内ＵＥ識別子、利用者回線
識別子に対応し、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２のマルチキャスト視聴情報
としてレコードを追加する（ステップＳ２６０９）。
【００９３】
　Ｓ２６１０では、受信パケット（ＧＴＰ－ｕ）からＧＴＰ－ｕユーザデータを取り出し
、ＩＧＭＰパケットとし、オフロードＧＷ１２４のマルチキャストネットワークのＩＰア
ドレスでＩＧＭＰパケットのＳＡ情報を書き換え、宛先へ向けＩＧＭＰパケットを送信す
る（ステップＳ２６１０）。以上により処理が終了する。
【００９４】
　図２７は、マルチキャストネットワークからＩＰＴＶ放送視聴参加ポイントのオフロー
ドＧＷがＩＰＴＶ放送のマルチキャストパケットを受信した場合の処理内容を示すフロー
チャートである。以下の各処理は、制御部（ＣＰＵ）２０３によって実行される。
【００９５】
　最初に、受信パケット（ＵＤＰ／ＩＰ）のＤＡ情報をオフロードＧＷ１２４側にマルチ
キャスト配信として取り出す（ステップＳ２７０１）。
【００９６】
　次に、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２のレコード内で、マルチキャスト視
聴情報がｏＧＷ側マルチキャスト配信情報と一致するレコードを検索し、取り出す（ステ
ップＳ２７０２）。
【００９７】
　次に、レコードがあるか否かを判定する（ステップＳ２７０３）。レコードがなければ
（ステップＳ２７０３：Ｎｏ）、以上の処理が終了する。これに対し、レコードがあれば
（ステップＳ２７０３：Ｙｅｓ）、ステップＳ２７０４に移行する。
【００９８】
　Ｓ２７０４では、受信ＵＤＰ／ＩＰパケットをＧＴＰ－ｕカプセル化してＧＴＰ－ｕパ
ケットを生成する（カプセル化パケットを生成する）（ステップＳ２７０４）。
【００９９】
　次に、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２のレコード内で、マルチキャスト視
聴情報がｏＧＷ側マルチキャスト配信情報と一致するレコードに対する検索を繰り返す（
ステップＳ２７０５）。そして、取り出したレコードに対応するベアラテーブル３２１Ｂ
のレコードのｄｏｗｎｌｉｎｋ回線割り付け情報に従い、ＧＴＰ－ｕパケットのＴＥＩＤ
と送信先基地局（ｅＮＢ）１１１を決定し、ＧＴＰ－ｕパケットを送信する（ステップＳ
２７０６）。その後、ステップＳ２７０５により一致するレコードがなくなれば、以上の
処理を終了する。
【０１００】
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　図２８は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ
（ＭＭＥ→ｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートである。この処理は、ＣＰ
Ｕ２０３のＳ１ＡＰ傍受処理部３１１によって実行される。
【０１０１】
　最初に、ｏＧＷ内ＵＥ識別子を捕捉する（ステップＳ２８０１）。次に、ｏＧＷ内ＵＥ
識別子に対応付けて、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメ
ッセージ中の“ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”と、“ｅＮＢ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”
とをベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子、ｅＮＢ内ＵＥ識別子（Ｓ
１ＡＰ）に夫々登録する（ステップＳ２８０２）。
【０１０２】
　続いて、ｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応付けて、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔ
ｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ中のｕｐｌｉｎｋ向け回線割り付け情報を利用者回線識
別子（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）毎に、ベアラテーブル３２１Ｂのｕｐｌｉｎｋ回線割り付け情
報へ登録する（ステップＳ２８０３）。以上により、処理が終了する。
【０１０３】
　図２９は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセー
ジ（ｅＮＢ→ＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートである。この処理は、Ｃ
ＰＵ２０３のＳ１ＡＰ傍受処理部３１１によって実行される。最初に、Ｉｎｉｔｉａｌ　
Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージ中の“ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１Ａ
Ｐ　ＩＤ”でベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子を検索し、対応す
るレコードを確定する（ステップＳ２９０１）。
【０１０４】
　次に、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージ中
のｄｏｗｎｌｉｎｋ向け回線割り付け情報を、利用者回線識別子（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）毎
に、ベアラテーブル３２１Ｂのｄｏｗｎｌｉｎｋ回線割り付け情報に設定する（ステップ
Ｓ２９０２）。以上により、処理が終了する。
【０１０５】
　図３０は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセ
ージ（ソースｅＮＢ→ソースＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートである。
この処理は、ＣＰＵ２０３のＳ１ＡＰ傍受処理部３１１によって実行される。
【０１０６】
　最初に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージ中の“ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１Ａ
Ｐ　ＩＤ”でベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子を検索し、対応す
るレコードを確定する（ステップＳ３００１）。
【０１０７】
　次に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージ中の“Ｔａｒｇｅｔ　ＩＤ”，
“Ｓｏｕｒｃｅ　ｔｏ　Ｔａｒｇｅｔ　Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃｏｎｔａｉｎｅｒ”
内のセル識別情報を、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａにおける対応レコードの“Ｔａ
ｒｇｅｔ　ＩＤ”、“ｓ－Ｔａｒｇｅｔセル識別情報”に設定する（ステップＳ３００２
）。以上により、処理が終了する。
【０１０８】
　図３１は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセー
ジ（ターゲットＭＭＥ→ターゲットｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートで
ある。この処理は、ＣＰＵ２０３のＳ１ＡＰ傍受処理部３１１によって実行される。
【０１０９】
　最初に、ＣＰＵ２０３は、ｏＧＷ内ＵＥ識別子を捕捉する（ステップＳ３１０１）。続
いて、ｏＧＷ内ＵＥ識別子対応に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ中の“
ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”および“Ｓｏｕｒｃｅ　ｔｏ　Ｔａｒｇｅｔ　Ｔｒａｎ
ｓｐａｒｅｎｔ　Ｃｏｎｔａｉｎｅｒ”内の“Ｃｅｌｌ　ＩＤ”情報をベアラ利用者特定
テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子、ｔ－Ｔａｒｇｅｔセル位置情報へ登録する（ス
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テップＳ３１０２）。
【０１１０】
　次に、ｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応し、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ中
のｕｐｌｉｎｋ向け回線割り付け情報を利用者回線識別子（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）毎にベア
ラテーブル３２１Ｂに登録する（ステップＳ３１０３）。以上により、処理が終了する。
【０１１１】
　図３２は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ
．メッセージ（ターゲットｅＮＢ→ターゲットＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示すフロー
チャートである。この処理は、ＣＰＵ２０３のＳ１ＡＰ傍受処理部３１１によって実行さ
れる。
【０１１２】
　最初に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ中の“ＭＭＥ　ＵＥ
　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”でベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子を検索し
、対応するレコードを確定する（ステップＳ３２０１）。
【０１１３】
　次に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ中の“ｅＮＢ　ＵＥ　
Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”，“Ｔａｒｇｅｔ　ｔｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃ
ｏｎｔａｉｎｅｒ”内のセル内ＵＥ識別情報を、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａにお
けるｅＮＢ内ＵＥ識別子、ｔ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報として、上記確定したレ
コードに記憶する（ステップＳ３２０２）。
【０１１４】
　次に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ中のｄｏｗｎｌｉｎｋ
向け回線割り付け情報を、利用者回線識別子毎に、ベアラテーブル３２１Ｂのｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ回線割り付け情報に設定する（ステップＳ３２０３）。以上により、処理が終了す
る。
【０１１５】
　図３３は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセー
ジ（ｓｏｕｒｃｅ　ＭＭＥ→ソースｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートで
ある。この処理は、ＣＰＵ２０３のＳ１ＡＰ傍受処理部３１１によって実行される。
【０１１６】
　最初に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージ中の“ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ
　ＩＤ”でベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子を検索し、対応する
レコードを確定するとともに、ｏＧＷ内ＵＥ識別子を確定する（ステップＳ３３０１）。
【０１１７】
　次に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージ中の“Ｔａｒｇｅｔ　ｔｏ　Ｓｏ
ｕｒｃｅ　Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃｏｎｔａｉｎｅｒ”内のセル内ＵＥ識別情報をベ
アラ利用者特定テーブル３２１Ａのｓ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報に設定する（ス
テップＳ３３０２）。
【０１１８】
　次に、確定したレコードのＴａｒｇｅｔ　ＩＤで示される基地局（ｅＮＢ）１１１を収
容するターゲットオフロードＧＷ１２４を特定する（ステップＳ３３０３）。
【０１１９】
　次に、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａの“Ｔａｒｇｅｔ　ＩＤ”，“ｓ－Ｔａｒｇ
ｅｔセル識別情報”，“ｓ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報”と、ターゲットオフロー
ドＧＷ１２４におけるベアラ利用者特定テーブル３２１Ａの“ｅＮＢ装置識別子”，“ｔ
－Ｔａｒｇｅｔセル識別情報”，“ｔ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報”が一致するレ
コードを確定する。また、ＣＰＵ２０３は、ターゲットｏＧＷ内ＵＥ識別子を確定する（
ステップＳ３３０４）。
【０１２０】
　次に、ｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応する、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２中
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の、“利用者回線識別子”，“マルチキャスト視聴情報”を、ターゲットオフロードＧＷ
１２４のｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応する“利用者回線識別子”，“マルチキャスト視聴情
報”として、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２にレコードを追加する（ステッ
プＳ３３０５）。
【０１２１】
　次に、追加したマルチキャスト視聴情報に基づき、マルチキャスト視聴参加（ＩＧＭＰ
－ｊｏｉｎ）を編集し、マルチキャストネットワークへ送信する（ステップＳ３３０６）
。以上により、処理が終了する。
【０１２２】
　図３４は、Ｓ１ベースのハンドオーバ時にＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｃ
ｏｍｍａｎｄメッセージ（ｓｏｕｒｃｅ　ＭＭＥ→ソースｅＮＢ）の傍受時の処理内容を
示すフローチャートである。この処理は、ＣＰＵ２０３のＳ１ＡＰ傍受処理部３１１によ
って実行される。
【０１２３】
　最初に、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージ中の“Ｍ
ＭＥ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”でベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別
子を検索し、対応するレコードを確定するとともに、ｏＧＷ内ＵＥ識別子を確定する（ス
テップＳ３４０１）。
【０１２４】
　次に、ｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応するオフロード条件適用状態管理テーブル３２２のレ
コードを削除する（ステップＳ３４０２）。
【０１２５】
　次に、削除したレコードのマルチキャスト視聴情報に基づき、マルチキャスト視聴離脱
（ＩＧＭＰ－ｌｅａｖｅ）を編集し、マルチキャストネットワークへ送信する（ステップ
Ｓ３４０３）。
【０１２６】
　次に、ｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応する、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａおよびベア
ラテーブル３２１Ｂのレコードを削除する（ステップＳ３４０４）。以上により、処理が
終了する。
【０１２７】
　図３５は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＸ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓ
ｔメッセージ（ソースｅＮＢ→ターゲットｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチャ
ートである。この処理は、ＣＰＵ２０３のＸ２ＡＰ傍受処理部３１２によって実行される
。
【０１２８】
　最初に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔの送信元の基地局（ｅＮＢ）１１１が、自
ｏＧＷが収容する基地局１１１か否かを判定する（ステップＳ３５０１）。基地局１１１
が自ｏＧＷに収容されている場合には（ステップＳ３５０１：Ｙｅｓ）、Ｓ３５０９に移
行する。これに対し、基地局１１１が他のｏＧＷに収容されている場合には（ステップＳ
３５０１：Ｎｏ）、Ｓ３５０２に移行する。
【０１２９】
　Ｓ３５０２では、ｏＧＷ内ＵＥ識別子を捕捉する（ステップＳ３５０２）。続いて、Ｈ
ａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ内の“ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”をｏＧＷ内ＵＥ
識別子と対応付ける。さらに、ＣＰＵ２０３は、“ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ”をベ
アラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子として登録する（Ｓ３５０３）。
【０１３０】
　次に、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ内のｕｐｌｉｎｋ回線割り付け情報をｏＧＷ
内ＵＥ識別子と対応付ける。さらに、ＣＰＵ２０３は、利用者回線識別子（Ｅ　ＲＡＢ　
ＩＤ）毎に、ベアラテーブル３２１Ｂのｕｐｌｉｎｋ回線割り付け情報に登録する（ステ
ップＳ３５０４）。
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【０１３１】
　次に、送信元の基地局１１１を収容するソースオフロードＧＷ１２４を特定する（ステ
ップＳ３５０５）。
【０１３２】
　次に、ベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子と、ソースオフロード
ＧＷ１２４のベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子とが一致するレコ
ードを確定する。これによって、ソースオフロードＧＷ内ＵＥ識別子が確定される（ステ
ップＳ３５０６）。
【０１３３】
　次に、ソースオフロードＧＷ１２４のｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応する、オフロード条件
適用状態管理テーブル３２２における、利用者回線識別子，マルチキャスト視聴情報を、
ターゲットオフロードＧＷ１２４のｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応する、オフロード条件適用
状態管理テーブル３２２の、利用者回線識別子、マルチキャスト視聴情報として、レコー
ドを追加する（ステップＳ３５０７）。
【０１３４】
　次に、追加したマルチキャスト視聴情報に基づき、マルチキャスト視聴参加（ＩＧＭＰ
－ｊｏｉｎ）を編集し、マルチキャストネットワークへ送信する（ステップＳ３５０８）
。以上により、処理が終了する。
【０１３５】
　ステップＳ３５０９では、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ内の“ＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ
１ＡＰ　ＩＤ”でベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子を検索し、レ
コードを確定する（Ｓ３５０９）。
【０１３６】
　次に、ステップＳ３５１０では、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ内のＯｌｄ　ｅＮ
Ｂ　ＵＥ　Ｘ２ＡＰ　ＩＤ情報をベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのｅＮＢ内ＵＥ識別
子（Ｘ２ＡＰ）へ記録する（ステップＳ３５１０）。以上により、処理が終了する。
【０１３７】
　図３６は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＸ２ＡＰ：ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅ
ａｓｅメッセージ（ターゲットｅＮＢ→ソースｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフロー
チャートである。この処理は、ＣＰＵ２０３のＸ２ＡＰ傍受処理部３１２によって実行さ
れる。
【０１３８】
　最初に、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅの送信元の基地局（ｅＮＢ）１１１が
当該オフロードＧＷ１２４が収容する基地局か否かを判定する（ステップＳ３６０１）。
このとき、当該オフロードＧＷ１２４によって収容された基地局であれば（ステップＳ３
６０１：Ｙｅｓ）、処理が終了する。
【０１３９】
　これに対し、基地局１１１が他のオフロードＧＷ１２４によって収容された基地局であ
れば（ステップＳ３６０１：Ｎｏ）、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅメッセージ
中の“Ｏｌｄ　ｅＮＢ　ＵＥ　Ｘ２ＡＰ　ＩＤ”でベアラ利用者特定テーブル３２１Ａの
ｅＮＢ内ＵＥ識別子（Ｘ２ＡＰ）を検索し、対応するレコードを確定するとともに、ｏＧ
Ｗ内ＵＥ識別子を確定する（ステップＳ３６０２）。
【０１４０】
　次に、ｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応するオフロード条件適用状態管理テーブル３２２のレ
コードを削除する（ステップＳ３６０３）。次に、ｏＧＷ内ＵＥ識別子に対応するベアラ
利用者特定テーブル３２１Ａおよびベアラテーブル３２１Ｂのレコードを削除する（ステ
ップＳ３６０４）。
【０１４１】
　次に、削除したレコードのマルチキャスト視聴情報に基づき、マルチキャスト視聴参加
（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）を編集し、マルチキャストネットワークへ送信する（ステップＳ
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３６０５）。以上により、処理が終了する。
【０１４２】
　図３７は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメ
ッセージ（ターゲットｅＮＢ→ＭＭＥ）の傍受時の処理内容を示すフローチャートである
。この処理は、ＣＰＵ２０３のＸ２ＡＰ傍受処理部３１２によって実行される。
【０１４３】
　最初に、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ中のＭＭＥ　ＵＥ　Ｓ１
ＡＰ　ＩＤでベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子を検索し、対応す
るレコードを確定する（ステップＳ３７０１）。
【０１４４】
　次に、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ中のｄｏｗｎｌｉｎｋ回線
割り付け情報を、利用者回線識別子（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）毎に、ベアラテーブル３２１Ｂ
のｄｏｗｎｌｉｎｋ回線割り付け情報へ設定する（ステップＳ３７０２）。以上により、
処理が終了する。
【０１４５】
　図３８は、Ｘ２ベースのハンドオーバ時にＰａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　
Ａｃｋ．メッセージ（ＭＭＥ→ターゲットｅＮＢ）の傍受時の処理内容を示すフローチャ
ートである。この処理は、ＣＰＵ２０３のＸ２ＡＰ傍受処理部３１２によって実行される
。
【０１４６】
　最初に、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ中のＭＭＥ　
ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤでベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子を検索
し、対応するレコードを確定する（ステップＳ３８０１）。
【０１４７】
　次に、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ中のｕｐｌｉｎ
ｋ回線割り付け情報を、利用者回線識別子（Ｅ　ＲＡＢ　ＩＤ）毎に、ベアラテーブル３
２１Ｂのｕｐｌｉｎｋ回線割り付け情報へ設定する（ステップＳ３８０２）。以上により
、処理を終了する。
【０１４８】
（ｏＧＷ収容表）
　図３９は、オフロードＧＷにおける基地局を収容するｏＧＷ収容表を示す図表である。
この情報は、オフロードＧＷ１２４の記憶部２０４が保持する。ｏＧＷ１２４のＣＰＵ２
０３は、このｏＧＷ収容表を用いて、ｅＮＢ１１１を収容するｏＧＷ１２４を割り出すこ
とができる。ｏＧＷ収容表は、例えば、ｏＧＷ１２４において、移動端末１０５のハンド
オーバによって、振分ポイントとなるｏＧＷ１２４を特定するために使用される。
【０１４９】
（動作例）
　以下、図面を参照して、実施の形態の動作例を説明する。
【０１５０】
＜動作例１：ＩＰＴＶ放送の視聴開始＞
　最初に、移動端末１０５が起動して、ＩＰＴＶ放送が視聴開始されるまでの動作につい
て説明する。
【０１５１】
［動作１－１］
　図６のシーケンスにおいて、移動端末１０５（ＵＥ＃ｘ）が起動すると、アタッチ手順
を行う。すなわち、移動端末１０５は、基地局１１１へ接続要求メッセージである、Ａｔ
ｔａｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送信する（図６＜１＞）。Ａｔｔａｃｈ　Ｒｅｑ
ｕｅｓｔメッセージは、基地局１１１（ｅＮＢ＃１）経由でＭＭＥ１２１（ＭＭＥ＃１）
へ送信される。
【０１５２】
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　ＭＭＥ１２１は、Ｓ－ＧＷ（ＳＧＷ）１２２（Ｓ－ＧＷ＃１）にＣｒｅａｔｅ　Ｓｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送る（図６＜２＞）。ＭＭＥ１２１は、Ｓ－ＧＷ
１２２からＣｒｅａｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを受信する（図
６＜３＞）。
【０１５３】
［動作１－２］
　Ｓ－ＧＷ１２２からＣｒｅａｔｅ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを受
信したＭＭＥ１２１は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
メッセージ（図１４）を生成し、基地局１１１へ送る（図６＜４＞）。オフロードＧＷ（
ｏＧＷ）１２４は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッ
セージを傍受する（図６＜５＞）。
【０１５４】
　すなわち、オフロードＧＷは、図２８に示した処理を実行する。図２８に示す処理によ
って、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａおよびベアラテーブル３２１Ｂに対し、ｏＧＷ
内ＵＥ識別子（８０００）、ＭＭＥ内ＵＥ識別子（ＭＭＥ＃１　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ　ＩＤ＃
ｘ）、ＭＭＥ装置識別子（ＭＭＥ＃１）、ｅＮＢ内ＵＥ識別子（ｅＮＢ　ＵＥ　Ｓ１ＡＰ
　ＩＤ＃ｘ）、ｅＮＢ装置識別子（ｅＮＢ＃１）、利用者回線識別子（１，２）、ｕｐｌ
ｉｎｋ回線割り付け情報（１：ＴＥＩＤ＃ＳＧＷ－ｕ１，ＳＧＷ＃１，２：ＴＥＩＤ＃Ｓ
Ｇ，ＳＧＷ＃１）が登録され、確定される。図４０は、ベアラ状態管理テーブルに対する
情報登録状態を示す図表である。
【０１５５】
［動作１－３］
　Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを受信した
基地局１１１は、応答メッセージであるＩｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　
Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージ（図１５）を送信する（図６＜６＞）。オフロードＧＷ１２
４は、Ｉｎｉｔｉａｌ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージを傍
受し（図６＜７＞）、図２９に示した処理を実行する。これによって、ベアラテーブル３
２１Ｂに対し、ｄｏｗｎｌｉｎｋ回線割り付け情報（１：ｅＮＢ－ＴＥＩＤ＃１，ｅＮＢ
＃１，２：ｅＮＢ－ＴＥＩＤ＃２，ｅＮＢ＃１）が登録され、確定する（図４０参照）。
【０１５６】
［動作１－４］
　続いて、図６のシーケンスにおいて、移動端末１０５がＩＰＴＶ放送局１４１との接続
を開始すると（図６＜８＞）、基地局１１１（ｅＮＢ＃１）から、ＧＴＰ－ｕパケット（
図５）がＳ－ＧＷ１２２（Ｓ－ＧＷ＃１）へ向けて送信される（図６＜９＞）。すると、
オフロードＧＷ１２４（ｏＧＷ＃１）は、ＧＴＰ－ｕパケット（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）を
受信し、図２６に示した処理を行う（図６＜１０＞）。
【０１５７】
［動作１－５］
　図２６のＳ２６０９の処理によって、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２にｏ
ＧＷ内ＵＥ識別子および利用者回線識別子に対応するマルチキャスト視聴情報が記憶され
る。図４１は、オフロード条件適用状態管理テーブルにマルチキャスト視聴情報を登録し
た状態を示す図表である。
【０１５８】
［動作１－６］
　図２６のＳ２６１０の処理によって、マルチキャスト視聴参加（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）
のパケットがＩＰＴＶ放送局１４１へ向けてマルチキャストネットワークへ送信される（
図６＜１１＞）。
【０１５９】
［動作１－７］
　マルチキャスト視聴情報のパケットがマルチキャストネットワークを経由してＩＰＴＶ
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放送局１４１に到達すると、ＩＰＴＶ放送局１４１からマルチキャストネットワークを経
由して、マルチキャストパケット（図１２）が、オフロードＧＷ１２４（ｏＧＷ＃１）へ
到達する（図６＜１２＞）。オフロードＧＷ１２４では、このマルチキャストパケット受
信により、図２７に示す処理を行い、基地局（ｅＮＢ＃１）１１１を介して移動端末（Ｕ
Ｅ）１０５にマルチキャストでＩＰＴＶ放送を送信する（図６＜１２＞，＜１３＞）。
【０１６０】
　図４２は、ＩＰＴＶ視聴開始後のオフロード条件適用によるトラヒックの流れを示す図
である。以上の処理により、図４２に示すように、ＥＰＣ網１０２のＳ－ＧＷ１２２を介
さずにマルチキャストネットワーク経由でのマルチキャスト通信が確立する。
【０１６１】
［動作１－８］
　移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５からＩＰＴＶ放送局１４１へ向かうデータは、以下のよう
にして伝達される。すなわち、ｅＮＢ＃１で受信された移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５から
のデータは、基地局１１１（ｅＮＢ＃１）からＳ－ＧＷ＃１宛にＧＴＰ－ｕパケット（図
９）で送信される（図６＜９＞）。オフロードＧＷ（ｏＧＷ＃１）１２４は、図９のパケ
ットを受信すると図２６の処理を行い、図１１に示すパケットをマルチキャストネットワ
ーク経由でＩＰＴＶ放送局１４１へ送信する（図６＜１０＞）。
【０１６２】
［動作１－９］
　ＩＰＴＶ放送局１４１から移動端末（移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５）へ向かうデータは
、以下のようにして伝達される。すなわち、データは、ＩＰＴＶ放送局１４１からオフロ
ードＧＷ（ｏＧＷ＃１）１２４宛に、図１２に示すパケットが送信される（図６＜１２＞
）。オフロードＧＷ（ｏＧＷ＃１）１２４は、図１２のパケットを受信すると、図２７の
処理を行い、図１０のパケットを基地局（ｅＮＢ＃１）１１１へ送信する（図６＜１４＞
）。基地局（ｅＮＢ＃１）１１１はデータを移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５へ送る。
【０１６３】
＜動作例２：Ｓ１ベースのハンドオーバに対するＩＰＴＶ放送視聴の維持＞
　次に、移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５でのＩＰＴＶ放送を維持しつつ、移動端末１０５の
移動に伴い、ハンドオーバ元の基地局（ソースｅＮＢ）１１１からハンドオーバ先の基地
局（ターゲットｅＮＢ）１１１へハンドオーバするまでの動作について、図７ＡのＳ１ベ
ースのハンドオーバ手順を示すシーケンスに従って説明する。
【０１６４】
［動作２－１］
　移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５の移動に伴い、ソースｅＮＢ（＃１）１１１がＳ１ベース
のハンドオーバを開始すると、ソースｅＮＢ（＃１）１１１から、ハンドオーバ元のＭＭ
Ｅ（ソースＭＭＥ（＃１））１２１へＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージ（
図１６）が送信される（図７Ａ＜１＞）。すると、ハンドオーバ元のオフロードＧＷ（ソ
ースｏＧＷ（＃１））１２４は、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッセージを傍受
し（図７Ａ＜２＞）、図３０に示した処理を行う。
【０１６５】
［動作２－２］
　図４３は、オフロードＧＷ間においてＳ１ベースハンドオーバでのオフロード条件適用
状態の引き継ぎの例を示す図表である。図３０の処理によって、ソースｏＧＷ（＃１）１
２４のベアラ利用者特定テーブル３２１Ａに、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｉｒｅｄメッ
セージ中のハンドオーバ先の基地局１１１の識別子“Ｔａｒｇｅｔ　ＩＤ＝ｅＮＢ＃２”
，およびハンドオーバ先のセル識別情報“ｓ－Ｔａｒｇｅｔセル識別情報＝Ｃｅｌｌ　Ｉ
Ｄ＃ｘ”が登録され、確定する。
【０１６６】
［動作２－３］
　ソースＭＭＥ（＃１）１２１は、ハンドオーバ先のＭＭＥ（ターゲットＭＭＥ（＃２）
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）１２１へ、Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを送る
（図７Ａ＜３＞）。すると、ターゲットＭＭＥ（＃２）は、ターゲットｅＮＢ（＃２）１
１１へＨａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ（図１７）を送信する（図７Ａ＜４
＞）。ハンドオーバ先のオフロードＧＷ（ターゲットｏＧＷ（＃２））１２４は、Ｈａｎ
ｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを傍受し（図７Ａ＜５＞）、図３１に示した処理
を実行する。
【０１６７】
［動作２－４］
　ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージの
傍受によって、図４３に示すように、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａ，ベアラテーブ
ル３２１Ｂに、ｏＧＷ内ＵＥ識別子、ＭＭＥ内ＵＥ識別子、ＭＭＥ装置識別子、ｅＮＢ装
置識別子、利用者回線識別子、ｕｐｌｉｎｋ回線割り付け情報、ｔ－ｔａｒｇｅｔセル識
別情報を記憶し、確定させる。
【０１６８】
［動作２－５］
　続いて、ターゲットｅＮＢ（ｅＮＢ＃２）１１１がターゲットＭＭＥ（＃２）１２１へ
Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ（図１８）を送る（図７Ａ＜６
＞）。すると、ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ
　Ａｃｋ．メッセージを傍受し、図３２の処理を行う（図７Ａ＜７＞）。
【０１６９】
［動作２－６］
　図３２の処理によって、ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は、図４３に示すように、ベ
アラテーブル３２１Ｂにｄｏｗｎｌｉｎｋ回線割り付け情報を記憶し、確定させる。また
、ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は、Ｂｅａｒｅｒ利用者特定テーブル３２１Ａに、Ｈ
ａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージから得たｔ－Ｔａｒｇｅｔセル内
ＵＥ識別情報を記憶し、確定させる。
【０１７０】
［動作２－７］
　Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージを受信したターゲットＭＭＥ
（＃２）１２１は、Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ　メッセ
ージをソースＭＭＥ（ＭＭＥ＃１）１２１へ送る（図７Ａ＜８＞）。すると、ソースＭＭ
Ｅ（ＭＭＥ＃１）１２１は、ターゲットｅＮＢ（ｅＮＢ＃１）に対し、Ｈａｎｄｏｖｅｒ
　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージ（図１９）を送信する（図７Ａ＜９＞）。このとき、ソース
ｏＧＷ（＃１）１２４は、Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを傍受し（図７
Ａ＜１０＞）、図３３の処理を行う。
【０１７１】
［動作２－８］
　図３５の処理によって、ソースｏＧＷ（＃１）１２４は、ベアラ利用者特定テーブル３
２１Ａに、ｓ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報を登録し、確定させる（図４３参照）。
これによって、ソースｏＧＷ（＃１）１２４のベアラ利用者特定テーブル３２１ＡのＴａ
ｒｇｅｔ　ＩＤ，ｓ－Ｔａｒｇｅｔセル識別情報，ｓ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別情報
と、Ｔａｒｇｅｔ　ｏＧＷ　（ｏＧＷ＃２）１２４のベアラ利用者特定テーブル３２１Ａ
のｅＮＢ装置識別子，ｔ－Ｔａｒｇｅｔセル識別情報，ｔ－Ｔａｒｇｅｔセル内ＵＥ識別
情報とが一致する。従って、移動端末（移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５）１０５に対するソ
ースｏＧＷ（＃１）１２４のｏＧＷ内ＵＥ識別子（８０００）と、ターゲットｏＧＷ（＃
２）１２４のｏＧＷ内ＵＥ識別子（８１０２）とを対応付けすることができる。
【０１７２】
［動作２－９］
　図４４は、オフロードＧＷ間においてＳ１ベースハンドオーバでのオフロード条件適用
状態の引き継ぎの例を示す図表である。図３５の処理によって、ソースｏＧＷ（＃１）１
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２４は、ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４との連携において、図４４に示すように、ｏＧ
Ｗ（＃１）１２４のオフロード条件適用状態管理テーブル３２２におけるｏＧＷ内ＵＥ識
別子（８０００）に対応する利用者回線識別子、マルチキャスト視聴情報のコピーを、ｏ
ＧＷ（＃２）１２４における移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５のｏＧＷ内ＵＥ識別子（８１０
２）に対応付けて、ｏＧＷ（＃２）１２４のオフロード条件適用状態管理テーブル３２２
に登録する。
【０１７３】
　これにより、ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は、オフロード対象のトラヒック毎に、
マルチキャスト視聴情報を知ることができ（図７Ａ＜１１＞）、マルチキャストネットワ
ークに対して、図１１に示したパケット（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）を送信する（図７Ａ＜１
２＞）。
【０１７４】
　図４５は、オフロードＧＷ装置間においてＳ１ベースハンドオーバでのオフロード条件
適用状態の引き継ぎ時のトラヒックの流れを示す図である。このような移動端末（移動端
末（ＵＥ＃ｘ）１０５）１０５の移動に伴うＳ１ベースハンドオーバにおいて、ＩＰＴＶ
放送のマルチキャスト配信を維持できる。すなわち、移動端末（移動端末（ＵＥ＃ｘ）１
０５）１０５～基地局（ｅＮＢ＃２）１１１～振分ポイント（ｏＧＷ＃２）１２４～ＩＰ
ＴＶ放送局１４１の経路に移行する。
【０１７５】
［動作２－１０］
　ｅＮＢ（＃２）１１１が受信する移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５からのデータ（図７Ａ＜
１３＞）は、以下のようにしてＩＰＴＶ放送局１４１へ伝達される。すなわち、ｅＮＢ（
＃２）１１１からＳ－ＧＷ（＃２）１２２へ向けて、ＧＴＰ－ｕパケット（ＩＧＭＰ－ｊ
ｏｉｎ、図９参照）が送信される（図７Ａ＜１４＞）。振分ポイントのｏＧＷ（＃２）１
２４は、パケットを受けると図２６の処理を行い、図１１に示すパケット（ＩＧＭＰ－ｊ
ｏｉｎ）をマルチキャストネットワーク経由でＩＰＴＶ放送局１４１へ送信する（図７Ａ
＜１５＞）。
【０１７６】
［動作２－１１］
　これに対し、ＩＰＴＶ放送局１４１から移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５へ向かうデータは
、以下のようにして伝達される。すなわち、ＩＰＴＶ放送局１４１からのｄｏｗｎｌｉｎ
ｋデータは、マルチキャストネットワーク経由で、ｏＧＷ（＃１）１２４宛に、図１２に
示すパケットで送信される（図７＜１６＞）。ｏＧＷ（＃１）１２４は、図１２に示すパ
ケットを受信すると、図２７の処理を行い、図１０のパケット（ＩＰＴＶ放送配信）をｅ
ＮＢ（＃２）１１１へ送信する（図７Ａ＜１７＞）。ｅＮＢ（＃２）１１１は、ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋデータを移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５に送る（図７Ａ＜１８＞）。
【０１７７】
［動作２－１２］
　続いて、ソースＭＭＥ（ＭＭＥ＃１）１２１は、ソースｅＮＢ（＃１）１１１に対し、
移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５のために確保したリソースを解放するために、ＵＥ　Ｃｏｎ
ｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージ（図２０）を送信する（図７Ａ＜
１９＞）。すると、ソースｏＧＷ（＃１）１２４は、ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａ
ｓｅ　Ｃｏｍｍａｎｄメッセージを傍受し（図７Ａ＜２０＞）、図３４に示した処理を行
う。
【０１７８】
［動作２－１３］
　図４６は、Ｓ１ベースハンドオーバ完了後ＩＰＴＶ放送視聴維持状態におけるオフロー
ド条件適用状態のベアラ状態管理テーブルを示す図表であり、図４７は、Ｓ１ベースハン
ドオーバ完了後ＩＰＴＶ放送視聴維持状態におけるオフロード条件適用状態のオフロード
条件適用状態管理テーブルを示す図表である。
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【０１７９】
　図３４に示す処理によって、ソースｏＧＷ（＃１）１２４におけるｏＧＷ内ＵＥ識別子
（８０００）に対応するレコードが削除される。すなわち、ベアラ利用者特定テーブル３
２１Ａ，ベアラテーブル３２１Ｂ，オフロード条件適用状態管理テーブル３２２の対応レ
コードが削除される（図４６および図４７参照）。そして、ソースｏＧＷ（＃１）１２４
の振分ポイントのリソースが解放される。
【０１８０】
　図４８は、Ｓ１ベースハンドオーバ完了後のＩＰＴＶ放送視聴時にオフロード条件適用
状態におけるトラヒックの流れを示す図である。上記の処理によって、図４８に示すよう
に、ＩＰＴＶ放送の視聴に対して、ソースｏＧＷ（＃１）１２４のリソースは開放され、
ソースｏＧＷ（＃１）１２４から移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５へのＩＰＴＶ放送の中継は
停止する。ＩＰＴＶ放送は、ターゲットｏＧＷ（ｏＧＷ＃２）１２４を介して移動端末（
ＵＥ＃ｘ）１０５へ放送が維持される。
【０１８１】
＜動作例３：Ｘ２ベースのハンドオーバに対するＩＰＴＶ放送視聴の維持＞
　次に、移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５でのＩＰＴＶ放送を維持しつつ、移動端末（ＵＥ＃
ｘ）１０５の移動に伴い、ソースｅＮＢ（＃１）１１１からターゲットｅＮＢ（＃２）１
１１へハンドオーバするまでの動作について、図７Ｂに示すシーケンスに従って説明する
。
【０１８２】
［動作３－１］
　移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５の移動に伴いソースｅＮＢ（＃１）１１１がＸ２ベースの
ハンドオーバを開始すると、ソースｅＮＢ（＃１）１１１からターゲットｅＮＢ（＃２）
１１１へ、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージ（図２１）が送信さ
れる（図７Ｂ＜１＞）。ソースｏＧＷ（＃１）１２４は、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　
Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを傍受し（図７Ｂ＜２＞）、図３５に示した処理を行う。
【０１８３】
［動作３－２］
　図４９は、オフロードＧＷ間においてＸ２ベースハンドオーバでのオフロード条件適用
状態の引き継ぎの例を示す図表である。図３５に示した処理によって、ソースｏＧＷ（＃
１）１２４は、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａ（図４９参照）のｅＮＢ内ＵＥ識別子
（Ｘ２ＡＰ）を確定する。
【０１８４】
［動作３－３］
　ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は、Ｘ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕｅｓｔメ
ッセージを傍受し（図７Ｂ＜３＞）、図３５に示した処理を行う。
【０１８５】
［動作３－４］
　ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４において、図４９に示すように、ｏＧＷ内ＵＥ識別子
、ＭＭＥ内ＵＥ識別子、ＭＭＥ装置識別子、ｅＮＢ装置識別子、利用者回線識別子、ｕｐ
ｌｉｎｋ回線割り付け情報が確定し、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａおよびベアラテ
ーブル３２１Ｂに記憶される。
【０１８６】
［動作３－５］
　このとき、図４９に示すように、ｏＧＷ（＃１）１２４のベアラ利用者特定テーブル３
２１ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子とｏＧＷ（＃２）１２４のベアラ利用者特定テーブル３２１
ＡのＭＭＥ内ＵＥ識別子とは一致する。これによって、移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５に対
するｏＧＷ＃１のｏＧＷ内ＵＥ識別子（８０００）とｏＧＷ＃２のｏＧＷ内ＵＥ識別子（
８１０２）との対応付けができる。
【０１８７】
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［動作３－６］
　図５０は、オフロードＧＷ間においてＸ２ベースハンドオーバでのオフロード条件適用
状態の引き継ぎの例を示す図表である。ｏＧＷ（＃１）１２４のｏＧＷ内ＵＥ識別子（８
０００）に対応するオフロード条件適用状態管理テーブル３２２の利用者回線識別子、マ
ルチキャスト視聴情報のコピーが、ｏＧＷ（＃１）１２４からｏＧＷ（＃２）１２４に渡
される。ｏＧＷ（＃２）１２４は、コピーをｏＧＷ（＃２）１２４のオフロード条件適用
状態管理テーブル３２２に記憶する。これによって、ｏＧＷ（＃２）１２４は、オフロー
ド対象のトラヒック毎にマルチキャスト視聴情報を知ることができ（図７Ｂ＜４＞）、マ
ルチキャストネットワークに対して、図１１に示すマルチキャストパケット（ＩＧＭＰ－
ｊｏｉｎ）を送信する（図７Ｂ＜５＞）。
【０１８８】
［動作３－７］
　その後、ターゲットｅＮＢ（ｅＮＢ＃２）からＸ２ＡＰ：Ｈａｎｄｏｖｅｒ　Ｒｅｑｕ
ｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージが送信され、ｏＧＷ（＃２），ｏＧＷ（＃１）を経由してソ
ースｅＮＢ（＃１）に届く（図７Ｂ＜６＞）。その後、マルチキャストネットワーク，Ｐ
－ＧＷ（ＰＧＷ）１２３からのｄｏｗｎｌｉｎｋデータは、ソースｅＮＢ（＃１）１１１
，ｏＧＷ（＃１）１２４，ｏＧＷ（＃２）１２４，ターゲットｅＮＢ（＃２）１１１を経
由して移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５へ到達する（図７Ｂ＜７＞）。移動端末（ＵＥ＃ｘ）
１０５からのｕｐｌｉｎｋデータは、ターゲットｅＮＢ（＃２）１１１およびｏＧＷ（＃
２）１２４経由で、マルチキャストネットワーク（Ｐ－ＧＷ１２３）へ送信される（図７
Ｂ＜８＞）。
【０１８９】
［動作３－８］
　続いて、ターゲットｅＮＢ（＃２）１１１は、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓ
ｔメッセージ（図２４）を　ＭＭＥ（ＭＭＥ＃１）に送信する（図７Ｂ＜９＞）。ターゲ
ットｏＧＷ（＃２）１２４は、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージを傍
受し（図７Ｂ＜１０＞）、図３７の処理を行う。
【０１９０】
［動作３－９］
　図３７の処理によって、ｏＧＷ（＃２）１２４のベアラ状態管理テーブル３２１（図４
９）のｏＧＷ内ＵＥ識別子、ＭＭＥ内ＵＥ識別子、ＭＭＥ装置識別子、ｅＮＢ装置識別子
、利用者回線識別子、ｄｏｗｎｌｉｎｋ回線割り付け情報が確定する。
【０１９１】
［動作３－１０］
　その後、ＭＭＥ（ＭＭＥ＃１）１２１がターゲットｅＮＢ（ｅＮＢ＃２）１１１に対し
、Ｐａｔｈ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージ（図２５）を送信する
（図７Ｂ＜１１＞）。すると、ターゲットｏＧＷ（ｏＧＷ＃２）１２４は、Ｐａｔｈ　Ｓ
ｗｉｔｃｈ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｋ．メッセージを傍受し、図３８に示す処理を行う（
図７Ｂ＜１２＞）。
【０１９２】
［動作３－１１］
　図３８に示す処理によって、ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４のベアラテーブル３２１
Ｂにおいて、ｏＧＷ内ＵＥ識別子（８１０２）に対応するｕｐｌｉｎｋ回線割り付け情報
がＳ－ＧＷ（＃１）１２２からＳ－ＧＷ（＃２）１２２へ切り替えられる（図４９参照）
。
【０１９３】
　図５１は、オフロードＧＷ装置間においてＸ２ベースハンドオーバでのオフロード条件
適用状態の引き継ぎ時のトラヒックの流れを示す図である。移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５
の移動に伴うＸ２ベースのハンドオーバにおいて、ＩＰＴＶ放送の視聴は維持されたまま
、移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５→ｅＮＢ（＃２）１１１→ｏＧＷ（＃２）１２４→ＩＰＴ
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Ｖ放送局１４１の経路へ移行する。
【０１９４】
［動作３－１２］
　移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５からＩＰＴＶ放送局１４１へ向かうｕｐｌｉｎｋデータは
、以下のようにして伝達される。すなわち、ｅＮＢ（＃２）１１１で受信される移動端末
（ＵＥ＃ｘ）１０５からのｕｐｌｉｎｋデータ（図７Ｂ＜１３＞）は、Ｓ－ＧＷ（＃１）
１２２宛のＧＴＰ－ｕパケット（図９）で送信される（図７Ｂ＜１４＞）。ｏＧＷ（＃２
）１２４は、図９のパケットを受けると図２６の処理を行い、図１１に示すパケットをマ
ルチキャストネットワークへ送り、ＩＰＴＶ放送局１４１へ送信する（図７Ｂ＜１５＞）
。
【０１９５】
［動作３－１３］
　一方、ＩＰＴＶ放送局１４１からＵＥへ向かうｄｏｗｎｌｉｎｋデータは、以下のよう
にして伝達される。すなわち、ＩＰＴＶ放送局１４１は、図１２に示すマルチキャストパ
ケット（ＩＰＴＶ放送配信）を送信する（図７Ｂ＜１６＞）。ｏＧＷ（＃２）１２４は、
このマルチキャストパケットを受信すると、図２７の処理を行い、図１０のパケットをｅ
ＮＢ（＃２）１１１へ送る（図７Ｂ＜１７＞）。ｅＮＢ（＃２）１１１は、ｄｏｗｎｌｉ
ｎｋデータを移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５に送る（図７Ｂ＜１８＞）。
【０１９６】
［動作３－１４］
　その後、図７Ｂには図示しないが、ターゲットｅＮＢ（＃２）１１１がソースｅＮＢ（
＃１）１１１へＸ２ＡＰ：ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒｅｌｅａｓｅメッセージを送信する
（図２３）。ソースｏＧＷ（＃１）１２４は、このＸ２ＡＰ：ＵＥ　Ｃｏｎｔｅｘｔ　Ｒ
ｅｌｅａｓｅメッセージを傍受し、図３６に示す処理を行う。
【０１９７】
　図３６の処理によって、ソースｏＧＷ（＃１）１２４のｏＧＷ内ＵＥ識別子（８０００
）に対応するレコードが、ベアラ利用者特定テーブル３２１Ａ，ベアラテーブル３２１Ｂ
から削除されるとともに（図４６と同様）、オフロード条件適用状態管理テーブル３２２
から削除される（図４７と同様）。そして、ソースｏＧＷ（＃１）１２４のリソースが解
放される。
【０１９８】
　図５２は、Ｘ２ベースハンドオーバ完了後のＩＰＴＶ放送視聴時にオフロード条件適用
状態におけるトラヒックの流れを示す図である。上記の処理によって、図５２に示すよう
に、ＩＰＴＶ放送の視聴に対して、ソースｏＧＷ（＃１）１２４のリソースは開放され、
ソースｏＧＷ（＃１）１２４から移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５へのＩＰＴＶ放送の中継は
停止する。ＩＰＴＶ放送は、ｏＧＷ（ｏＧＷ＃２）１２４を介して移動端末（ＵＥ＃ｘ）
１０５へ放送が維持される。
【０１９９】
＜動作例４：ハンドオーバ後の新たなＩＰＴＶ放送視聴開始＞
　次に、移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５がＩＰＴＶ放送視聴を維持した状態で、ハンドオー
バ後に、新たにＩＰＴＶ放送視聴を開始する場合について説明する。
【０２００】
［動作４－１］
　移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５がＩＰＴＶ放送局１４１との新しい接続を開始すると、タ
ーゲットｅＮＢ（＃２）１１１から視聴要求のＧＴＰ－ｕパケット（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ
、図９）がターゲットＳ－ＧＷ（＃２）１２２へ向けて送信される。すると、ターゲット
ｏＧＷ（＃２）１２４は、ＧＴＰ－ｕパケットを受信し、図２６に示した処理を行い、図
１１に示すパケットをマルチキャストネットワークへ送信する。
【０２０１】
［動作４－２］
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　図５３は、ハンドオーバ後に新ＩＰＴＶ放送視聴開始したときのオフロード条件適用状
態の変化を示す図表である。図５３に示すように、ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４のオ
フロード条件適用状態管理テーブル３２２に対し、ｏＧＷ内ＵＥ識別子および利用者回線
識別子に対応する、新たなマルチキャスト視聴情報が記憶される。
【０２０２】
［動作４－３］
　続いて、図１１に示したパケット（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ）がマルチキャストネットワー
クを経由してＩＰＴＶ放送局１４１に到達すると、ＩＰＴＶ放送局１４１はマルチキャス
トネットワークを経由して、図１２に示したマルチキャストパケット（ＩＰＴＶ放送配信
）を送信し、ｏＧＷ（＃２）１２４へ到達する。ｏＧＷ（＃２）は、このマルチキャスト
パケットを受信し、図２７に示した処理を行う。
【０２０３】
［動作４－４］
　続いて、ｏＧＷ（＃２）１２４は、ターゲットｅＮＢ（＃２）１１１へ向けて図１０の
パケット（ＩＰＴＶ放送配信）を送信する。
【０２０４】
　図５４は、ハンドオーバ後に新ＩＰＴＶ放送視聴開始したときのオフロード条件適用状
態におけるトラヒックの流れを示す図である。新たなＩＰＴＶ放送に対応するマルチキャ
ストアドレスが追加され、移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５は、新たなマルチキャスト視聴要
求を行い、マルチキャストパケット（ＩＰＴＶ放送配信）が視聴可能となる。
【０２０５】
［動作４－５］
　維持されたＩＰＴＶ放送にかかる移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５－ＩＰＴＶ放送局１４１
間のｕｐｌｉｎｋデータおよびｄｏｗｎｌｉｎｋデータの伝送経路およびｏＧＷ（＃１）
，ｏＧＷ（＃２）における処理は、動作例２や３と同じであり説明を省略する。
【０２０６】
　そして、新たなＩＰＴＶ放送視聴の移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５からＩＰＴＶ放送局１
４１へ向かうｕｐｌｉｎｋデータは、以下のようにして伝送される。すなわち、ｕｐｌｉ
ｎｋデータは、ｅＮＢ（＃２）１１１からＳ－ＧＷ（＃２）１２２宛にＧＴＰ－ｕパケッ
ト（ＩＧＭＰ－ｊｏｉｎ、図９）で送信される。ｏＧＷ（＃２）１２４は、このパケット
を受けると図２６に示した処理を行い、図１１に示したパケットをマルチキャストネット
ワークを介してＩＰＴＶ放送局１４１へ送信する。
【０２０７】
　一方、新ＩＰＴＶ放送視聴にかかるＩＰＴＶ放送局１４１から移動端末（ＵＥ＃ｘ）１
０５へ向かうｄｏｗｎｌｉｎｋデータは、以下のようにして伝送される。すなわち、ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋデータは、ＩＰＴＶ放送局１４１から図１２に示したマルチキャストパケッ
ト（ＩＰＴＶ放送配信）が送信される。ｏＧＷ（＃２）１２４は、このパケットを受信す
ると、図２７の処理を行い、図１０に示したパケットをｅＮＢ（＃２）１１１へ送り、移
動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５へ送信される。
【０２０８】
＜動作例５：ハンドオーバ後のＩＰＴＶ放送視聴離脱＞
　移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５がＩＰＴＶ放送視聴を維持した状態で、ハンドオーバ後に
ＩＰＴＶ放送視聴を切断する場合について説明する。
【０２０９】
［動作５－１］
　移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５がＩＰＴＶ放送局１４１の視聴を停止すると、ターゲット
ｅＮＢ（＃２）１１１よりＧＴＰ－ｕパケット（ＩＧＭＰ－ｌｅａｖｅ、図９）が、ター
ゲットＳ－ＧＷ（＃２）１２２へ向けて送信される。ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は
、このＧＴＰ－ｕパケットを受信し、図２６に示す処理を行い、図１１に示すパケット（
ＩＧＭＰ－ｌｅａｖｅ）をマルチキャストネットワークへ送信する。
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【０２１０】
［動作５－２］
　図５５は、ハンドオーバ後にＩＰＴＶ放送視聴離脱したときのオフロード条件適用状態
の変化を示す図表である。図２６に示す処理によって、図５５に示すように、ターゲット
ｏＧＷ（＃２）１２４のオフロード条件適用状態管理テーブル３２２からＩＰＴＶ放送視
聴に対応するレコード（ｏＧＷ内ＵＥ識別子，利用者回線識別子，マルチキャスト視聴情
報）が削除される。
【０２１１】
［動作５－３］
　続いて、ＩＰＴＶ放送局１４１マルチキャストネットワークを介して、図１２に示した
マルチキャストパケット（ＩＰＴＶ放送配信）がターゲットｏＧＷ（＃２）１２４に到達
する。ターゲットｏＧＷ（＃２）１２４は、このパケットを受信すると、図２７に示した
処理を行い、マルチキャストパケット（ＩＰＴＶ放送配信）について、ＩＰＴＶ放送の視
聴をやめた移動端末（ＵＥ＃ｘ）１０５への中継を実施しない。
【０２１２】
　図５６は、ハンドオーバ後にＩＰＴＶ放送視聴離脱したときのオフロード条件適用状態
におけるトラヒックの流れを示す図である。図５６に示すように、ＩＰＴＶ放送視聴に対
する経路が削除される。なお、新たなＩＰＴＶ放送視聴に対する経路は維持される。
【０２１３】
［動作５－４］
　新ＩＰＴＶ放送視聴にかかるｕｐｌｉｎｋおよびｄｏｗｎｌｉｎｋの経路は、新ＩＰＴ
Ｖ放送視聴の視聴参加時から変更がないので説明を省略する。ＩＰＴＶ放送視聴は視聴離
脱によって経路が消滅する。なお、図５７は、ハンドオーバ後にＩＰＴＶ放送視聴離脱し
たときのオフロード条件適用状態の変化を示す図表である。ＩＰＴＶ放送視聴離脱後のベ
アラ状態管理テーブル３２１を示している。
【０２１４】
　以上説明した実施の形態によれば、ハンドオーバ元のオフロードＧＷは、利用者回線単
位にオフロード視聴中のＩＰＴＶ放送のマルチキャスト視聴情報をオフロード条件適用状
態として管理する。そして、移動端末の移動時には、ハンドオーバ元のオフロードＧＷか
らハンドオーバ先のオフロードＧＷにマルチキャスト視聴情報の転送（コピー）を行う。
そして、ハンドオーバ先のオフロードＧＷは、移動端末に代わってマルチキャスト視聴参
加を行う。また、ハンドオーバ元のオフロードＧＷは、移動端末に代わってマルチキャス
ト視聴離脱を行う。これにより、オフロードＧＷと移動端末との間における通信のシーケ
ンスを減らすことができる。また、移動端末は、ハンドオーバ時にＩＰＴＶ放送が中断す
ることなく継続視聴できるようになる。
【０２１５】
　加えて、ハンドオーバ時における無線帯域を浪費することがない。特に、第一のオフロ
ードＧＷがＩＰＴＶ放送番組を視聴する移動端末を収容し、移動端末が第二のオフロード
ＧＷへ移動したとき、移動端末と第二のオフロードＧＷとの間のＩＰＴＶ視聴用の新通信
回線の接続および新しい位置でのＩＰＴＶ視聴参加要求および移動端末と第一のオフロー
ドＧＷとの間の旧位置でのＩＰＴＶ視聴用の旧通信回線の切断のためのトラヒックを削減
できる。
【０２１６】
　加えて、オフロードＧＷがＩＰＴＶ放送番組を視聴する複数台の移動端末を収容したと
き、ＩＰＴＶ放送局からＰ－ＧＷ、Ｓ－ＧＷを介してオフロードＧＷまでの間を一つの通
信回線を利用してマルチキャスト送信でき、移動端末毎にＰ－ＧＷまでの通信経路を確保
する必要がないため、コア網（ＥＰＣ網）等のトラヒックを削減できる。
【０２１７】
　なお、本実施の形態で説明したマルチキャストトラヒックのハンドオーバにかかる方法
は、予め用意されたプログラムをパーソナル・コンピュータやワークステーション等のコ
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ンピュータで実行することにより実現することができる。また、このプログラムは、ハー
ドディスク、フレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ等のコンピュータで読
み取り可能な記録媒体に記録され、コンピュータによって記録媒体から読み出されること
によって実行される。また、このプログラムは、インターネット等のネットワークを介し
て配布してもよい。
【０２１８】
　上述した各実施の形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０２１９】
（付記１）移動局が接続可能な複数の基地局と、前記複数の基地局を収容するコア網との
間に配置されるオフロード装置であって、
　前記移動局が自装置を介してオフロード対象のマルチキャスト通信時に、前記移動局の
回線情報とマルチキャスト視聴情報を記憶する記憶部と、
　前記マルチキャスト通信時に前記移動局が移動したとき、ハンドオーバ先の他のオフロ
ード装置に前記移動局の回線情報と、前記マルチキャスト視聴情報とを転送する転送部と
、
　自装置がハンドオーバ先の装置として機能する場合に、ハンドオーバ元のオフロード装
置から転送された前記マルチキャスト視聴情報に基づき、前記移動局に代わってマルチキ
ャスト視聴参加の処理を行う制御部と、
　を有することを特徴とするオフロード装置。
【０２２０】
（付記２）自装置がハンドオーバ先の装置として機能し、既に他の移動局によるオフロー
ド対象のマルチキャスト通信を行っている場合、
　前記制御部は、ハンドオーバ元のオフロード装置から転送された前記マルチキャスト視
聴情報に基づき、マルチキャスト視聴参加を追加要求することを特徴とする付記１に記載
のオフロード装置。
【０２２１】
（付記３）自装置がハンドオーバ元の装置として機能する場合、
　前記制御部は、マルチキャスト視聴離脱の処理を行うことを特徴とする付記１または２
に記載のオフロード装置。
【０２２２】
（付記４）前記制御部は、同一のＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅ
ｎｔｉｔｙ）の管理範囲内で実施されるハンドオーバに対応し、移動端末からのハンドオ
ーバ要求を契機として処理を行うことを特徴とする付記１～３のいずれか一つに記載のオ
フロード装置。
【０２２３】
（付記５）前記制御部は、異なるＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅ
ｎｔｉｔｙ）に跨って実施されるハンドオーバに対応し、移動端末からのハンドオーバ要
求を契機として処理を行うことを特徴とする付記１～３のいずれか一つに記載のオフロー
ド装置。
【０２２４】
（付記６）移動局が接続可能な複数の基地局と、
　前記複数の基地局を収容するコア網と、
　前記複数の基地局を収容するコア網との間に配置されるオフロード装置とを含み、
　前記オフロード装置は、
　前記移動局が自装置を介してオフロード対象のマルチキャスト通信時に、前記移動局の
回線情報とマルチキャスト視聴情報を記憶する記憶部と、
　前記マルチキャスト通信時に前記移動局が移動したとき、ハンドオーバ先の他のオフロ
ード装置に前記移動局の回線情報と、前記マルチキャスト視聴情報とを転送する転送部と
、
　自装置がハンドオーバ先の装置として機能する場合に、ハンドオーバ元のオフロード装
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置から転送された前記マルチキャスト視聴情報に基づき、前記移動局に代わってマルチキ
ャスト視聴参加の処理を行う制御部と、
　を有することを特徴とするネットワークシステム。
【０２２５】
（付記７）移動局が接続可能な複数の基地局と、前記複数の基地局を収容するコア網と、
前記複数の基地局を収容するコア網との間に配置されるオフロード装置とを含むネットワ
ークシステムにおけるマルチキャストトラヒックのハンドオーバ方法において、
　前記移動局が自装置を介してオフロード対象のマルチキャスト通信時の前記移動局の回
線情報とマルチキャスト視聴情報に基づいて、前記移動局が移動したとき、ハンドオーバ
先の他のオフロード装置に前記移動局の回線情報と、前記マルチキャスト視聴情報とを転
送する工程と、
　自装置がハンドオーバ先の装置として機能する場合に、ハンドオーバ元のオフロード装
置から転送された前記マルチキャスト視聴情報に基づき、前記移動局に代わってマルチキ
ャスト視聴参加の処理を行う工程と、
　を含むことを特徴とするマルチキャストトラヒックのハンドオーバ方法。
【符号の説明】
【０２２６】
　１００　ネットワークシステム
　１０５　移動局（移動端末）
　１１１　基地局
　１２４　オフロード装置（オフロードＧＷ）
　１４１　ＩＰＴＶ放送局（サーバ）
　２０１　回線インタフェース
　２０２　パケット転送制御部
　２０３　制御部（ＣＰＵ）
　２０４　記憶部
　３０１　振分ポイント
　３１１　Ｓ１ＡＰ傍受処理部
　３１２　Ｘ２ＡＰ傍受処理部
　３１３　合流処理部
　３１４　振分処理部
　３１５　転送処理部
　３２１　ベアラ状態管理テーブル
　３２１Ａ　ベアラ利用者特定テーブル
　３２１Ｂ　ベアラテーブル
　３２２　オフロード条件適用状態管理テーブル
　４００　マルチキャストネットワーク
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